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理.    畿 7輔    聯

身につけたいヵ
警 畿 鋳 鑽 能 力

。 楽しい感じに合った表現を工夫して、歌調唱ができ
る。
0 ふしのまとまりを感じとって歌うことができる。

な 基ξ倉鸞
工
季
してヽ曲輸 つた経 を議 で演

。 グループゃ種人で楽器を選び、繊習することが
できる。
°

体

ピ

了兵貿慧警霞警禁雪デeL冒軍違轟TttL曇
できる。

。 リズムに乗って楽し
く:歌うことができる。

O 躍動時なリズムの
楽しさを感じ取るこ
とができ轟。

。 鹸 にあった義蕩掛くでき
る。

つ
か

む
。

一

一
　

ま

と

め

る

e おばけなんでな輔
範唱テープを聴いて、
リズムや歌詞のおもし
ろさを感じ取る。
② l裂霧F壌難 旋律から
感じた通とを轟し合う

● テープやォル鷲 ン
樺萎:こ合わせて、ザ
ミカ重馬こ諄 1ま しょぅ

③ グループ学習で、身
体反応をしながら、リ
ズムの感じゃ、ユーモ
ラスな歌調を感覚的に
とらえる。
③リズム唱ゃ機打ちをし
て、曲罐 れる.
⑤ 推打ちをして、言葉
を麹に乗せるようにす
る。

艤
「
〕言

爵 辱 馬 J鷲

の言葉等もつリズムを

、感じとっではっきりと
歌う。

① た毬 え 5
縦饉    をす
る。
② メリさんのひつじ
テープを聴き、曲の
感じをつかむ

犠 し

しょう。

③ グループで、運指
や息の強さに気をつ

けて、 1フ L/―ズず
つ練習をする。
③ 三推子の機の流れ
を感じ取りながら、
様鰐験ケる。
◎ グループで教ぇ合
つて、
― 職

律囃 をする。

⑤ 二声0響きを感じ
取りながら警ズムに
乗つて合奏するふ

① エンターァィナー

鑑賞レコードを聴く

② 軽快な曲の雰囲気
を、直感的にとらえ
る。

● レコードを聴き、
身体反応を工夫し
しょう

◎ グループの友達と
組んで、身体反応を
IFむ夕る。

④ 情景を想像しなが
ら、身体反応をする

⑤ フレーズの変化を
体でとらえる。

⑥ グループごとに身
体翼応や、リズふ表
轟を考え、発表する

① あわてんぼうの歌
範唱テープを聴いて、山の
おもしろさをとらえる

② 歌調を読んで、気づいた
ことを話し合う。

れや音程をつか楓
◎ グループの学響で、歌詞
の歌いにくい部分を糠奮す
る。
● 似たふじと蓮

~

三ピオましょう
⑤ lフ レーズごフアフ=更
・ 3フ レーズと4フ レーズ
の出だしが、同じであるこ
とをつかむ。

● テープやオルガン
に合わせて、歌調唱をしま
しょう。

③ 歌詞機内容を生かしで楽
しく歌う。

。 伴奏|こ合わせて、リ
ズミカげレ:こ楽しく轟歯う
こと力くてきたか。

。 曲態をいかし、樺
奏に乗って合奏でき
たか。
。 運指が正しくでき
たれ

0 リズムに乗って、
をすること

力彎 きたか。

。 ふじの変化を生かして歌
えた力ゝ

＼ ■ 2 一一一一．一，一一一）
　
．

4

遷

　

標

0 縦笛の演奏に優れ
る.

評

　

価



肉蠅鍮臨画醸党》轟饉慶饉綴

輸鏑えがしっかり斃言でき、静っし藤
馘轟警警言倉鸞警警ン

ことができ轟。
購爾ま露欝輩霊驚ず纏覇態ぃゃる鐵ちを鉤ことができる。

0 曲の感じを生かした
リズム伴奏を、するこ
と烙やごきる。

。 曲の感じをつかんで、楽
しく演奏できる。

① あわてんぼぅの数
歌詞申内容を生かして
楽しく歌う。

C爾 斃購響醐襲障を、模
唱・轟する。

嚇 繊笛ぬ練習をしま
よつ。

③ グループで階名唱を
しながら、フレーズご
とに合わせる。
O ミ苺ファの運指や、
4フ レーズロの運指に
縮 る。

ら り・ソリ 撃哺
の長さに、注意する。・

◎ グループで、見合っ
たり教え合ったりして
練響し、みんなの前で｀
発表する。

⑪ あわてんぼぅの歌
リズムに乗って言葉奄
はっきりと激lう。

② 主旋律と縦欝鈴パー
トをきわ憲て議ぅ。

● リズム
しましょう。

⑤ グループで轟し合っ
て、楽驀を選ぶ。

③ フレーズと封鷲して
リズムパターンを考え
る。

⑤ リズムパターンを組
み合わせて、リズム伴
奏を考え、練習する。

⑥ グルー峰 合つ
たリズム伴奏を、発表
し合う。

① あわてんぼぅ鍛歌
主旋律と霧笛のパートを合
わ管で歌う。
の 講時に学督鶴たリズふ倖
奏をつけて、合唱 。蓑犠ず
る。

● オルガンの/N・二下西
をし主しょう。
◎ 指番号豪て

~蒼

薯丁彊馨葛
も同じであることを再確認
してから、グループで糠警
する。
◎ 癬 や、織 のパート
_主全奎整主がら練詈す4.

しま鶴ょう

9 2グループを合ゎせ、脅
の申で楽器の分撞を轟し合
って決め、各パートの復習
をしてから合わせる.

◎ パートを驚 しな浄ヾら、
合奏を楽しむ。

① 各グループの練冒の成果
を聴き合う。

○ 正しい運指で吹けた
か 。

。 リズムパターンを組
み合わせて、表現でき
たか。

。 リズムに乗って、楽しく
演奏できたか。

O 晦 な旋律を、模
唱・萎す轟ことができ
る。
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「

第 5学 年 社 会 科 学 警 指 _築
‐
食聞 第 f校時
教室  5年 量織

。   指導者  覇本  康彦

■、単元名 伝続 に生 きる工業

甦、単元目標

土岐市の美濃焼作 りを中心に、その技術や特有の製法 を調べることによ
― り、わが国では昔からの技術を‐受け継ぎ、自然の条件を生かしながら生産
を続けている伝統的な工業が行なわれていることを理解 し、その伝統を守
っていこうとする人々の願いや努力がわかる。

3、 指導観

⑩教材の解釈

5年社会科の国土におけるェ業生産では、ゎが国の近代工業 と伝統を生
かした工業 (以下、伝統ェ業と呼ぶ)を 取 り_Lげてぃる。そ して、これ ら
夕 の工業生産におぃて、人々が原料、土地や交通などの講条件 との密接な関
係のうえに生産を高める工夫をしてぃること難理解させるとともに、国民
生活の向上 にとって大勢なはたらきをしてぃる工業生産の意味について考
えきせることをね らってぃる .
近代工業ではテレビェ場と裏鉄所を取 り上げ、機械技術 と躍ぃて大量 に
製品を生産する工業を学習 してきたこ
そして、本単元、伝統工業では、機械力よりはむ しろ人間の技術 を生か
し、道具 を用いた作業 によって生産する工業を扱√ いく。
そこで、児童の生活の場 ―― 土岐市 にぁる伝統ェ業・美濃焼きを取 り
上げ、伝統工業の具体的肉容
11〕人々が原料ゃ土地の条件を生かしながら生産 してぃることを理解する
こと.

121生産する人々の技術や襲轟のもつ意味について考ぇること韓
総}伝統を守っていこ うとす益人々翁願卜ヽや警ヵにっぃて考ぇる通とぉ
を学習ませてぃきたい.                   _
(1}につ導ヽては、愛知県総瀬戸から岐皐県の菫轟地方磯―帯鐘、 闘本でも
有数の良質総購上が取れ轟地帯であったこと:ま たゝ案 を蝿 く時鍾必要な
書も豊富難あったことを歴史的背景竜ふまぇながら考えさ崚たひ攣
鞣|、 終)にっぃては、鐘統的な技術懇生かして糞轟量 をっ くってしヽ儀人 《
麟藤欝之選ん鑢姿)を 通 して、そ翁A々 の披箇や、披薇猛響得するため翁



長年の警労ゃ努ヵ通違為。更 :こ、技術を駆使 して生産奎れた製品は、警な
がらの味ないの島懸心体まる素購らししヽものでぁ鶴こと、を して、製品菫
体が犠統曲か壌術を鍾え、ょじ発展蓬せるものでぁる通と奄考え、児童 饉
美濃焼の農さを理解ませた til■ .

②児童の実態
5年生の社会科では ll■ とんど見学にぃけなぃため、写真、グラフ、文章表、 VTR、 スライ ド等の資料を使ぃ学習を進めてきた。子供達は、写真スラィ ド、vTRゝ では興味を示 し細かな麗まで事実に気づくょうになってきた。
しかし、
・表ゃグラフ、文章資料となると読み取る力が弱 く、特にパーセン トで表してあるものゃ、一っのグラフに二っの要素が入ってぃる場合など読み取れない子が多ぃ .
0事実等を読み取っても、そ通から『なぜ観 。・』 Fど うして 。・Jと ぃつた疑闘や考えをもち、進んで調べてみょぅとしヽった態度ゃ響憤がっし、
て bヽ 4難 しヽ 。

・課題があっても、自分で資料を探 したり考え合おうとせず、教科書に頼る子が多い。
本単元の先行知識としては、三年生の

1「

陶磁器作 じの盛んな町』の尊元で陶饉器のでき方、陶磁器の販売等を学習 してぃるが、子供達の家庭で陶磁器に露わる仕事をしてぃる人ガ少ないため関心は弱ぃと思 う。このような実態磯ため、土崚市の代表的な産業である美濃焼の伝続鋳ェ芸品として翁ょさゃ転統ェ業総意義をおからせていきたぃ.そ のため、伝続鋳な披法で陶器をっくってぃる撫藤さんめェ場見学ゃろくろなどの体験学習壮取 り入れて学習を深めてぃきたぃ。

⑥学習集爾づくり
社会科では、資料に轟会った時に、その資料がもっ事実に気づき、発表したけ、予想 したり、友達との話 し合ぃて考えを譲めたりす鶴通とが大響であ轟。 しかし、一学期命様子では事実に気づかず、 自分の考ぇをもてない子が多かった。菫た、自分の考えなもっても、それ徹発表まで至らない子が多かった。そこで、まず、自分磯考ぇをもてるよう書く活動量大切にしてきた。そして、その考ぇをグループ織話 し合ぃのなかで出し合うようにしてきた。友達の考えを聞き、 自分翁考えほ白鍾猛もったり糠のたりす為ことによって、発表の意欲をもたせてきた。また、 自分の考えをもてなしヽ子亀、左達の考ぇ凝聞く通とにょって考えが儀てるょぅになってきて、全体翁場で発表できるようになってきた。
このようよこ、全員が整分の考えをもら、全員がグルー3プの中で話し合ぃ参加でき熱難とな目指 してきた。そ通で、現在では、考ぇ毅轟じ合う中で同じ考え違 争考ぇ毅まと轟ゝ議 じ合しヽと澱難でし、く通とをリーダー畿華心絶難導 してし、る。



4鶴 単元指導請爾

つけた聯ゝ弗

犠続的な工業

lこ携おる人々が

犠 原料や上罐轟条

件な生かしなメ
ら1盤竃してしヽる

通とがわかる。

無鑢鋳な披檬

饂 な豊かしな工業

亀、歴史鋳奮量

作業工程響の資

料を通してとら

えることができ
豪蓬 る参

る人々

縁技檬や轟轟鍛

もつ意味じこつい

て考えることが
でき轟。

彎

地元蒔伝統的

な工業の

について、議

的に通求するこ

ず

とができる。_

リーダーを申`善に繁し舎
轡ができる。

美濃農〕ま地理的、歴史峰条

件を生かして、鐘麗選れて

鸞たことがわか機。

日常生活〕こおいて転続鋳工

菫轟と呼ばれる物が数多く

あることがわかる。

。圭壌市難人々の仕事と二

場の数、種類の資料からわ

かったことと話し舎うo

罐人々鍛仕事≧工機瘍種類

と数のグラフト

なぜ、土崚市は‡よ陶磁

轟ェ場が多いのだる予

・IIj読本や聞いた話しをも

とに、工場の多い歌を考え

議し合う。

ぃつごろから、美濃燒
lよ作られてきたのだろ

う。

・欝饉器鍛歴史年轟と見て

議し合う。

(土崚寧陶繊轟歴史年轟>

・畿続的工芸品の資料や実

物を見て気づいたことを話

し合う。

<実 物や雲 >

・土崚市の伝統釣工芸轟 (

美濃焼)と機械づく号を施
べる。

伝続鋳工業とは、どん

な工業だろう。

見た感じ、触つた感じ

・鐘統的工業について学響

したいこと、調べたいこと

をまとめる。

ま

と

め

る

・土崚市:&陶鐘轟工場ガ多

酔の:嵐 源料があつたこと

昔から作懇れてし`たことが

わか惨たか礫

・機統鍮工業は手作りで鐘

産してしヽ轟工業ということ

がわかじ、これからの学響

の方向がかかつたか機

懸

鐘

鰈



謬訥 プや贖人磯壽あて強もち見学できる。

轟  4 轟 _1巨 B    r葛 F   8 騨

撫藤種ん織工場で総工種を

つかみ、胸轟作り寵体験じ

手作りの鍵じまと知機。

楓続鋳摯技範鐵うで薄器量作ダ

幡議藤議義工場を見学し、仕暮

鬱様子、順しヽ、奮誉がわかゐ

近代鐘戦披雛
議
陶磁轟豊作鬱て

R蜀 檬畿 難り、鑢 畿

鍍鶴 轍 職 盤妙
繁
げき鶴

・手作けで陶器を作ってい

る加懸選んの作業工程をス

ライドで見て議し合う。

自分たち亀加藤さん働

ように、機くるでI藤要診

んができるだろうか

・ろくろを使い茶わんを作
る。
・粘土をきくねりする。
・ろくると使う。

・拳くるで作った感想を話

し合しヽ、見学鸞爾数立てる

・見学の観点にそって見学す
る。

(1購 くねり

(疲)儀くる

(3)はまけづり

機)鰈
(5験つけ

(6臨薬ぬリ

貯態やき

(3は、籍詰め
・顧ひや響労など聞きたいこ

と強質問する。

・見学したことや聞いたこと

を見学カードにまとめる。

・逓代的な披術で陶離器を作

もている工場機作業工程をス

テイドで見て話し合う彗

<逓代工業作業工程ステイド

撫藤選んの作り方と大き

な工場での作り方とでは

どこが違うのだろう。

・伝統的な技術と近代的な披

術との違いを書き、発表し話

し合う。

・加藤選んの技術の素晴らし

選をまとめる.

・五種がなか憾、手作り時

手作り総難し選量体はし、

見学総甍曇てができたか。c

。真学翁槙点にそって見学が
でき、まとめる通とができた
か。

・機続的な機範で作ってい発

撫艤選ん〕轟 ――震して手作業

であることざなかりたか。



攣元導計画

時

一
覇
握

リーダーを中ι心紅加藤轟曇奮厳ゃ融 蠣 議じ舗 ゴ∵
t務
機

■ 0 ≪】韓躍議 ■ ■

犠統釣な昔ながらの方法で素
晴うししヽ美濃焼を作りたぃと
し`わ隠 さんの覇静がなか儀

艤 難 轍 畿 披徹 鐘
斃轟攣畿輔鑢畿警知媚轟濃鐘
機将来避畿 酵毅妙

ψ
酵鶴e

つ
　

か

　

む

争撫藤なんが作った茶わんと
近代工場でできた茶ゎんの違
いな見つけ話し合う。

蝿轟選んはこなぜt警な
があ総方法で美轟焼と作
つているのだ発う。

撫轟まん測L高く売るた
めだけで美濃策を作準て
い基命だろうか

・加藤選んが手作り茶ねんな
作つている理由を調べる。
<鮭藤さんの年表と話>
・撫藤なんの願いとまとめ懸

・美濃焼犠続会館のスラィド
畿見で話し合う。

美濃饒の機構:ょ どのょ
うに受け鐘がれてしヽ機の
だろう。

・転続産業会館等の施設竜調
べ、で竜た理由や働きにつぃ
て議じ合う曇

な嗅 伝続三芸轟マーク
竜つけるのだろう。

・伝続を守ってぃこうとする
人たちの願ぃをまとめる。

さ

　

オ
ヽ
　

る

ま

と

め

る

　

　

一
評

価
・加藤さんの陶器作りの願い
を考えることができたか。

・転統会館ができた理由がぉ
かり、機統な守鶴ていこうと
する人々の願ぃと考えれたか



ヴ陶―安 調べたり、まとめたりでき儀嚇

■ 鵞 ■ 轟

陶磁驀の他に、覇本番地に轟
る機鏡織な披衝量生かした二
業ざ趙懸通なと知る機

奥潟斃をはじめ転続工喜轟に
ついて学習した通とをまとめ_

る通とができ機。

・美濃朧礫よう範楓続鋳な披
衛を生かした■ゎがあるか調
べる。

篠続的な披簡量生かした
工婁轟lミはごんなものメ

あるか調べよう。

・どんなもの
。種類
・作られている地域
・伝続工婁轟がもつ良さをま
とめる。

・美濃焼をはじめ犠続鋳
な工業についてまとめよ
う。

転統工芸品の良選

艦続工芸轟磯作り芳
盛んになった罐繭
加藤さんの書ぴと奮労
伝統技術を儀えるための努
力

。全国‡こはしヽ6際 もヽな工嘉轟
ざあることを知じ、その良さ
社考えることができなか。

◆伝続に生き儀工婁轟まこつい
ておかったこと、考えたこと
をまとめることができたか。



晰、

貯鶴

藁鑢瘍襲禄 くれ難震標>鐘畿鋳な書な藤痺鶉育はで亀財褥咀りし
(

R鰺菫爾糠≫鶴爾亀熙鍮躍騨瞼輩え、リーダーh寧魃

本時の星露

駿滲 学響膊轟ら卜ヽ 主 な ぬ 鐵 鰤燿

つ

秒 ヽ

む

・畿畿鐘な披難で作って
しl儀雛麟選んとも鍾鏡鍮
鷹壽で作攀:纂た作轟錢釉
慾     鋳鷺じ穐魏彎
づく通とができ轟母

0二つ傷茶ねんの濾ルヽ強翼

付けよ多参 _ ,
聰

舎 撫藤種ん鐘真なン、書な予弯

饉

ぐ

磋

。撫轟さんざ覆畿鮨な披
で、一鬱一つ心瞳

還豫て、てヽゝ機い漣作っ

ている畿 鶴鑽iちも量
い)をつかむことができ
壕彗

・自分の考え亀ノート猛書
こう
・ヴト プで話し舎おうe

鰯

　

Ｇ

○ 撫藤さん写、りな予々の書潔

。資料を手がか辱濾奪人で
みようe

罐

ま
れ
軋
磋

$撫藤選ん難懸い寺警藤
臨魏づき、プ螂酢畿≧魃
隆通≧馨で奮儀轟

・旗達の購量驀奪はじてや

露鍛学習でおかったこと強

畿とめよう亀

蜆

7[車、時曇讀畿≪議知 霧簑 )・
_  く電鷹轟慶 藩寒黙〕>

、
い
撫ポ亀鳥雹勒辣作 鰤瘍祗Ъ

‖

撥藤遂んの饉Ъゝ亀輩九籠祗



魏ゝ狡又量作晴亀ぃという鑢曖文鵡鵡絋いざわか繹饉
酔鐘なし合いざでき機

螂財鸞隋と 予鶉饉れ機蝿鸞鏃痩巫

◎鑢陪饉んが作った廂懸んと、文代工機でできた鑢轟ん鰊饉眸量
見つけなし翁う。

価 冬憑諄・電轟ったはり》    ―一
。鰻饂亀んの方はどうぎ鬱≧してぃな写ェ鶴褥節鐘磯膠摯儀感
後撫屁選んの方はょ‖辟漁轟ていはF%ェ鶴はた熱電轡なしヽ
e鑢漑①%の方は

「

ぃ写、工機濾薄群墨
螂 け辞
摯勒醸饉鳥鐘一つ―看手で作儀ざ亀

=轟
濾同じ鞠量亀≪屹覺作繹

き蝙恣饉薦鐘翼轟んの轍腋虞畿軋っで手できれ酔ぶ通してしヽ鶉晟
工晰彎鐵闇―ラーを爾して書轟をヽなりFい薇鬱

◎鑢醸さんが手作りで作繹わけれ奪え鑽じ量らG
。手作塀だと壼く売れ健機  ・鷺畿瞳寺けてしヽ議なし穐響
晏鸞墟還めて作じなしヽ機   ,季作り

「
讐鬱だがS作機機

◎m料量轟範鑢轟饉んや猥咤擁漣対す鶴祗いや聾鳶量奪えは建
。申壽轟がく、義おい保轟鶉作品量つく讐ぬい。
・警のよわな繭晴轟じ壽作品亀つく醤亀しヽ籠
・機械で濾鶴農粋もの糧作颯曇なするjりFな蓼構.

。圭崚鵞鍮鑽業として靱癸嗽罹寵武鸞饉楊¶しヽ鬱亀い職
蓼昔から畿轟撃できな     機続強量けない藉しヽきた耗縁

鰊学冒鑢畿とめ量プ峰卜にな量に魏ず機。

bガ稔か電ブ・―卜温まとめることがで量たが機
‐
《メー「ド、

重鷺写兆鸞 《グループ学響鶴會ぬで》電畿なか機 《贔逹》
警
鶴
覺
や

b瘍謬作準辟節法で糞骰烙量作警てい膊磯だ膊う聡

。見たはり、はった饉はなど冬%鰊
鸞爾驚又饒雹畿寵褥饉燎雉磯´

。饒 と莉 鰈 陪 慾ヽぬわっか
りお饉え鶉鬱

・・―e菫輻 饉轟機はな恣 季作晴
のマイナ鼠爾濾饉繭量ぬけ種彗る

・手作場で轍鶴少ないので爾く斃轟
としヽ9連とがら、響け返し、ぐれ
だけで濾な聯蓬と仕奪え竃管懸。

・資料竜襲蝿通して、自分鍮彗繭で
発言蓬鸞機餞

・撫藤選ん翁はい鍾遣懸も場鐵鶴大
きく取り上げていく餞

・撫藤饉んの醸粋洋饉鋳にから
晰 薔こつ穆ヽ電考え饉鸞儀磯

・鍾次翁蝿量は鸞圏飾ぶこれ恥いして
全体のR艤虚亀みる.

奎で猥賤蝙強作嗜てい懸魃鐵ゝ高く鑢機亀綺だけだろうか億



鶴 等 等 彎 詳 ≪議鋳 l″曜¥bゝ瑾鑽襲懸》

公 轟  第1穣時
教 菫  6年 1畿
鑢

l参
蝙 轟じむ専学最議ジをづ)<るう

麓.議議菫数定菫理駒難

学畿づくり、縮間づくり    にしている「鋳鶴罐び」.6月から実鑢じてきている
が、意識が漉滞標自鐘あったり、遊びの内容ギマンネリ化したり、行事等母爾係で実施でき

なか嗜なりしたことがあ費 。また、ペア (1年生)と遊んでみたい、新しし鸞鍛輸してみ

たい、金遷参態できるようにしたい、などの要望も出されている。

そこで、今置もうず度、 F薬しぃ学緩遊びをつくろう」という    し合い。、楽しい避
び機 し、楽しい遊びを通して、        をされ雛 たい。

3.議
③議饉のとらえ

お昼休みに、事畿金晨    とを願っている子どもはとても多い。しかし、サッカ‐が
したい・図機館にいきたい・のんびりしていない。好きな子と自由:こ避ぴたい、というよう

な徴求灘 ている子どももいる.また、おもしろくない・すぐもめる・同   溺X・
参加しなじヽ人がいる、など    を持つている子どももいる。
学畿避ぴを行うことが、学毅づくり         あると考えてはいないが、T~4
のよう銀、効果的な―つの手験であるととらえている。

翻 灘驀じしヽ

学級≧しヽう集懸階選ぶこと滋 きる

種 鍵々 を湾 えることJttFき る

熱 峙 りのC鑽詢

轟選麟決ができる

白機 、自

実餞力が高まる

みんなで蓬じく遺鬼だ後の子どもたちの頭が、生き生きして見えるのは、藩動畿求とÅ爾

闘醸薔こわける1費欝感が充足されたからであるととらえている。



また、この議騒鐘ゝ自:発簑・醤笑性凛共同性中解職可畿・」傲悪の向上覺襲・曲
と言った、      み奪ぇても達騨でぁると奪えふ。

・寧艤鐘霊薦郡峨ず懸鶉

鷲壼乙薦え≧響ヽ 饉瞑ガ癖轟う豫選bヽしヽ ど鶴らでもま懇L 鹸 くない
蓼月鍮最贈 11人 5人 悪人 量Oジ電
嗜鐵嬢鉤 2SA 5人 5人 ё人
学鰯畿鶴機彎曜轟爾総大きく変わってきている。選がたいと思ぅ子どもともか壇えてき
たのは、学緩として      まってきたからだと考える。導畿畿鴛まもあ発んでぁ辱
が、今まて翻 潔 認 、行事、な憂 指 い てσ瑠 魏 難 避ょるもので島轟書
「避ぴなくないJと考え春子どもたちの気持ち:ま、膏定できな怒ゝし、量制もしないが、楽
し揮準機醸びを創造、美雛してぃく中で、学級として鈴まれまり時申鐘率在できる心の安定
書   じ事な    ゃりたぃと考える。

中鹸 しヽ「鮮 』

‐キックベ汗スを裁菫する予ども:撓網機こ多い。今までにも遊んでおり、その楽しさを知降
ている。しかし、男女制で、議合で、女子がぅまくない、アウト>セ■ンで横くもめる、な
ど    ある。また、悪の予もペアと。哺難   ぃとぃぅ轟量を持っている。画倒を
捺であげるということに、年轟者としての場 ぃぅな喜びを感じてし、ると思われる。

③学緩づくり … 学毅づくりのなみに次鍛ょぅ嶺実践をしてきた。一部轟介する。
○ソシオにょり学級の人間爾係をつかみ、指導機生かす
7月、1回難のソシォをとる。    ほ翼して、排斥が集中したA君。
4月・5月の時麟鐘は、「薦直て、明るく、讐緩の広―ドメーォーだ。運動も良くできる
し、発言も多い。構書はするが、天ルはしなぃ.角い     もテキパキしてぃる。学
畿のリー      .Jと 機まA稿をたらぇていた。ところが、7月に調査をして雄る
と、A君縮誅職緩難中してぃぬ。しかし、菫弾雄が始まったので、熱導ができ社かった。
9月に入り、       どもたもの質応なじっと見っめてあたり、子どもたちの言葉
紀畷藝を選摯伽崚りしてみると、 F]鶴釈

ヽ
事ま書く、命令でぁ摯た。理雇をでオデでは、環鬱ご与ぽ職主

意を動 喩 しヽ。自:加管:   て寵画も、    ど壌雛 しな薔ゝ。漑 ょ、知識層3すの
鐵胸的なものでぁり、みんな鍾oま通していなしゝ.Jなどの機予が分かってきた。
そ鑓罐紗爆騨耐貯して鐘、酸 ょぅな権攀:をした.
3    ノートを毎轟轟出させ、畿鼈綽議嚢謬臨 を蕪書きする。
・増盤釦騨攀瘍≧藩鮭、魃 を選鷲

臓
る。



・ノ撃等響、     、   、陸饉機鰺鍮畿爾徊醸澤を師 、鱚 、麟ます。
・蠅 ま、てぃねほ修こ最後まで完成させ懸こと。

・督篭彗するとき、なんな0雛 つヽてもらえるよう飽議すこと。 など

私に対しては、        してくれるようになつてきた。1番薦は二慶置の爾査をしてみた
結果、響感 激 くなってきたが、なくなつてはいな猥。本甕餞少しずつ噂はあるが、本人も

周りのたがちも:変わつてきているこ漂』轟鋳である。A君だけの闘躍:と してとなえず、A鴛:を

取り巻ぐ判難鎌請曝爾Eとして、朧 図つていきたいと考えているこ

○朝の会の申にくふれあい河 ム>を畳置封彎て

朝陽会のプ職グラムの申に、くふえあいタイム>と bゝう時間を譲滝 。<ふれ畠ぽ イム>
の白答鐘諄厨違っているが、その中の「学級の誇り』と「私の自幾」鐘ついて経費す碁。
。F等畿の誇りL・・奎鑓昧曜日、「すばふしい友だちを紹介してくださしヽ.』 ≧薔ヽう囲直童藩め

進籍で量達益。「M君は、      ノート
｀
筆特枚を多鋼駐しました。学晰檬鶏‡錢

薦したいと思しヽます。Jとある子が聞君をi推爾する。同じ思い0子も議欝する。鶴手をもつて

決定さ]れる。そして、カードに認入され掲示される。

こ傷逓動は、友だちの罐張りを議め合い、友だちの頭張りを優麓付けるものである。曜醗っ

てし略子どもとその藤張り割摯錯試fゼもを、同時に大響にしぬい、また、頭張りの姿を霧
介させることで、子どもたちの轟動鐘対する懲欲の血上を図っていきたいと考景 。
魯「理の身量」・・   轟、「○○さん、あなたの自慢をi紹介して下さい.」 という日直当番
の進行霞始まる。 F私鍛自慢は、～です。見て下さい。Jと言って、隠し    こと、誉
めてもらったこと、鍔でも量曲贈 する。学級全員が、笑費 り、驚吐 り、あき慮しりす

る楽しい鋼時である。

この滅動は、自     あり、気討き合い、認め合う糧動である。事畿爾貯餐としての
機 魯感じさ畿 い、自己譲嚢の場画を増やしてや嗜たい、楽しく暖か猥雰鐘気を作りたい

という機いである。

○帰りの会議こ<生活バズ>を

ガー プで一藝の買書、反簿の交流、めあてづくりを行う活動である。

学緩会で議し合い、決定した夏簿項目鐘したがつて、まず鐘入で一国の要書を行う。基準機

つて「〇かXかJと、      を建 カードに記入する.次に機 ゾー プ内で交流し、
か プとしての饉資をリーダ哺静細聾錢 つてまとめる。その後、個人とグループとしての

めあてを決め、交流の内容を金藤の場で発表する。

め試 を持つた鐘活づくりと、友だちとの支え合いを大切にした轟難で■巻
`最
近は、発藁

てを達成させるための療議:まで考え、発表するようになつてきぬ。擁瀬 、一恵れ物を無くす

ために、機 をグループで睡して、友だちゆテ定張に記入する一といった様子で轟る。その

角卜 残      くなり、他の
「

い プも真鉱をし鹸 。
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・議し舎怒亀菫
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鴨9群轟摯電覇議趾
轟攘 《鑢無甕種)・・・キックベ黒スが楽しくできるため鐘、強
《菫鰺攘標)“鬱葬鎖鑓口tを持つて構屏友だ堪のかを考え

つ
　
か
　
む

○キックベ汗ス    竣議ゝ
轟と同時に、さらia楽しくする
ための議し合いであることが分
力ゝる。
○話独舗 耳鴨彎X鋳墳藩饉。

るようなチームをつくることが
できる。

〇‐ ム漱 るように、楽し
く選ぶこと賛 きるよう:こ、約
束をつくつたり、計画を菫 た
りすることができる。

○講職 けぽ澤撃ぶとが等趣華明貯奢
穐携機、こま蜂ヽら薦璃罐難懸ジ:こ
麟 轟躙 を酵 こと壽彎き
る。

1.司会係‡こよる覇会。
壼

女 畠 ぽ
yえ

瑳 難 橿 羹

●

・
響 轟 露 馨 種 舞 竃 輝 轟 響 丁

盆t提案者による白容の提案
摯キッタキ ヌ拶襲あらまし

(― づくり)

4彗 話し合い Ⅱ
(澤曖房誠電 、 網 )

5,議し合いめ内容のま≧鵡

6.
7崚 司会憾:こよる蘭会
・一回感懸
・終わり命言葉

《鑢鐵露標)=・・キックベース鐘対して、鐵待がちでるテームづ

(態度圏攘)…思畿警 り鍮心をもつて、発言ができた力ゝ。 (斃
◎馘

＼ 機 れらい 話し奮鶴ゝ鐵 鱚

一
　

欝

欝

G

さ

ぐ

る

ま
と
あ
る

一
　

斉



雹∫琲蝙  轟鐸冒夕・
児 童 の 活 動 と 予 想 さ れ る 蝿 量 の 反 応

ろうJです。

・蒻鍮プを離 し鶴 1藁

1拿

=±
趾鮨ktで暮會亀め‡レ軋鑽緑尭る上下雛愁凛芦ど

じ峰ムづくりをしよう。 ・熱 の気持ちをで生懸命考えて発言しよう。~藤
覇 高 編 ご

~~~  |・
厖○自分が考えてきたチ‐ムをず― プ内電交鸞麟

い
る。′

冬    饒
》いて曝 じ舎bゝをする。

< メ♂〕い チェンジを癬薩鋼職師畿蠅 >         く無笏.機鰈 へ静轟 _A漂 菫 ユ よ亀 ユ ー ル腰 暴 り             _.・機攀響鶴と鞍うな舞ム懸T'    E職 三主轟二 IR轟鯛卜鯰憑れ〆麓銀蟄ん≪凛b軍機鮎毬呼宝二ふ難曽: ノ 電 _暉特 、感へt、 ゝ
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麒  晟̈魔鰈ま
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 |1買唇葛て判 饉 封 願 |

|ど、決まったテームで、自分 |

.織 轟 で海 電銀 難 きた 諏 ハ 人 量 ^守 懸 略 轟 ― "                 ||た
ち の チ ー ム を ょ く して い と |
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憔源

聯』響 '1ス

1 4el通旦レ丁だ争費」<麺 >|    ・ ヽ画 :鱗理 /

・ゲームに驚電るように、あば いる昼体みなど娼練習しよう

鶴亀鑢靱購蓼奪辣じ熾鶴獅轄
V導黒:鳥γ噸爾亀 ltlB彗 ヽ。

鈴 粽 鞍絆 m、「
んなこと甕鶯醸じ羮 た。業察 警 ジ キ ス裁 きるょぅほ 酔 チーム

1鬱
璽驚奮奪鰻》みご疇話器』∴ 薔義

騨「気 V馬 ご ゝ :管 ∵尊幸
1 攀無態度‡こつ鶴Ъて    ~これぞ難諄鐵学畿会を終わります春
1 進行を通つ繰で 曇懇くや藉う

鐘 纏 趣 奮 慧 点



:靱≫琵撫ず詳:露藝t」濃詐顆睡ξ隧曇躇l]保量

唾野 闇 第 1械1礎 L

壌賀 [難  5   懸l

指導者 申島難ギ。

題村雀 3拍子≪〕リズム  とん くるリメノ ぱん くるりえ

標    3拍 子脅拍電L感 を:歌 つて、露iつ てr、 指 j撃 をして、体奄f

通して、感ずることができる。

.指導にあたって

a.表ヒ本すにつ ′`て

子供達 Iの 生活奪中には、 2機子系の リズ J、が実に多い。今まで

の音多き津習も、テレビアニメの主題歌も、朝の運動も、日常α:会

話の申に存在するリズ J、 もで :ら る。

どれ賛で経験することの少なかつた 3拍子のり,こムこ対し、「な

スノとな く今までと違つま1感 じがする。J『■Fも 、楽 しい音楽だな。

J tti言 つた)新鮮。な感覚を持たせることによって、子供の音楽体

轟蒙を広げさせたし`。更にその音楽体験が子供達の暮 らしの中に生

き、より1条 しく豊:かなものになつてい くこ。とを遍褻つ
・ている。

特殊学級において :ま、一つ :Э :数材を深:く 逮求することにより遭F

楽の流れにのって歌い、踊 9、 指揮をすξら、といつた体を通 して

音楽を楽 しむことが学習だ gヒ i摯 えている。

テンポの乱れや、音のはず絶、 リズムの不正確さを問題にする

のではな く、伸間とどのようにかかわれたのか、共に楽 しむこと

ができたのかが重要な課題だと思っている。伸間とのかかわりが

弱い子たちだ :すに、私の大 きな課題である。



「

b.競董 6⊃実態
1爾  覇看 選争

ハぃ

2慮 :

奪1副馨

盛1齢F

鬱ヨ

虐3

舞1

☆ 4層 が毎辱廣1甫憲半

「レン、ソ_、 どん壺 Cダ

テレヒ「磋なかけ轟とチチッ

と機l緩ミを重避こず浄だするだ‡す

で'、 慶だニケ糞無 1蠅心であり、

歌うこ1と も、踊ることも

全:く ない。

☆ 轟月後半

4月 鯉ミ籐露ぜ攣類:歌 って参た。

「ア弯、軍″イJを言葉質,

斐i警 :よ |ま っき惨しなけ浄電

―機書と思われ 431歌 をにこ

にこ L′ 、時には口で伴奏

をし` l1/し な浄ミib:歌 う日力`時:

々と,る ようになった。

☆ 7月 から10賢 |

朝鋳歌「楽しいね」のメ

ロディー6)流れにのって

にこ:こ:こlし ながら隣の購:

の子や先生と手を合わせ

たり鈴を鳴らしたりする

ようになる。

蛉

☆ 4月 浄Ⅲだi∫電:海半

議亀:′ かけても何の反質Fも な lF h.

粘± 1劉綴浄ヽ くさざ
tみ
、 ノゞャーと

言いながら油でいためるまね ?

壕Ftノ 、全 く自分 C ttf界 に入 り込

バノ・猟
・`・31)

次か
`b次
へと何やら,話 lノつづ 1す

πrぃ 13.

妥〕才tに あきると、 費i盤ュ|こ 濾ゞぶさ
つた り、 :気にそとない』1、 先生

堪fた デこい・たり、 電'ね っま二りす。み
歴:ズベ燿尭く1,

☆ 5月 篠:半

「塩いltて J「醤油いまして_「
燿彗し`オ■
‐
で.1 とし`う三L寵霊がこ彎をまま

こ「ぜ1を しながら護:す ようになる。

☆ 電月から l鬱メ軍

かみ しばいや絵本にも少 しずつ

獲Iを 向けるように fdilる 。

嬌 !)の会の予定を書 くせ1き に :な

ると時 ′々鉛筆を持:っ てrCけ と書

〈よう1こ :な る。

先生におはようと声をかけるよ

うにもなる。

感争
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3精

年神

生薄

0 覇馨

児

∧

軽

度

V

☆鐘盤ハーモニカや箇 |ま

余 攀吹けなけがゝ元気よ

く歌 つた り撮つたりする。

☆交流教科は国工、感書 、

行事である。

☆遊ぴ時間でも音楽の教

科はな議し歌詞を読んだ

り織を見た りしてよく歌

ってし`る。

☆ Fワ ン、ツー、どんJ

☆日常生活は全 く警適児と同じ

である。

ひらがな五十音が書 :す、機音、

長音 :ま まだ不完全。

算数は操作活動をしながら2位

数-2位数、_2位数… 1位数吟

計算ができる。

34獲資義 轟鍬筒蝶の撃詈れ で

い場。

☆名前を呼ばれると振 り向き声

釣主に視線者向けることが懇素

る。対話が機来ず質問 してもオ

オム返 じ吟逗率が遮りて来る。

晨続 きの学習 :ま臨素ず中つの作

D

轟自

年間

豊症

児

☆音楽大好慾よく歌い、 |☆ 預常生活‡ま発ど普通児と変わ

よく踊る。       |ら ないが運動力が少 し劣る。

歌詞を覚えるのも早い。 1下校はひとりで出来ず途中まで

鍵鰹ハーモニカ、籠は余 1逮えにきてもらう。

り吹けなし`。      |☆ 手指の発達が遅れ、鋏を使つ

☆交流教科は音楽、行事 |た り、文字を書し`た りするのが

をしている。      1遷 れてけるが、大体出来る。

ひらがな五十音が大体書ける。

鋤音、長警は余 り書けない。

百まで数えることが出来る。一

位数の加減は不完全であるが大

体出来る。

人の絵を画 くと頭足人間になつ

てしまう。

C

4精

年神

生薄

弱

児

A

中

度

V



E

6繍

年神

生薄

弱

児

A

職

度

V

は好 きでテレビを見なが

らなんなと一緒に踊るこ

とが出来る。

タンプリン、鈴も音楽を

聞きなが ら打つことが出

来る。歌は全部歌うこと

が少なく部分的に歌 うこ

とが多い。

☆鍵鍵ハーモニカが少 し

吹ける。

音業の時間 |ま―生懸命歌

いリズムに合わせて鏑ろ

うとする。鈴、タンバ リ

ン等の楽器はリズムに合

わせて打つことが出来る。

☆交流教科 :ま体育と家庭

と行事書行っている。

業が終わったり飽 きた りすると

ポールをつ くか、本や紙芝層を

見ることが多い。

「だめですよ」と言 うとちょっ

としたハプニングを起こす。

6月甕から雑巾をか :すたり二人

で机をつつたりすることが出来

るようになった。

☆彼の対話 :ま相手に同意を求め

る形で行われる。本の絵を見な

がら相手の顔を見、「Ooだめ
ですよ。J「おさるさん、イタ
イイタイ」といぅ単語のみの言

葉である。

☆五十音を使っての聴書や漢字

の視写も出来る。数を数えるこ

と:ま 出来るが、任意の数を取 り

整すこと:ま出来ない。数字は百

まで書 :す る.

☆日常生活 :ま普通児と全 く変わ

りなく走ることも釧雲 ことも泳

ぐこともいろなろの当番活動等

も出来る。

☆ 2位数までの加減計算が大体

出来る。 3位数の構成を具体物

を使い学習 している。作文力 :ま

原稿用紙 l～ 2枚程度書ける。

メモや作文の中で漢字を使って

書 くことが轟来る。
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第 2校 時 公 財

10:45-11:30

年・組 癬 授
―
業 者 毅 室

lT2 社 会 小本書 徹 1-2

2-1 鑢 綴 鑢 盆-1

2-3 音 楽 落は 与づみ 盆-3

3-1 鶴 溝甕 断 3-1

3-2 音 楽 馬ゞ ::鑽 3-2

4-1 社 会 騨 瓢 4-1

4-3 音 楽

5-3 機 鋪 鐵 5-3

6-盆 音 楽 畿 鮮 鑢

6-3 社 会 爾 醸 6-3



自簿 ■ 竃率委浮確士 轟婆季率季旨澤撃鐵購

公 開  欝黛綾時
教 菫 1年 2組
指導着 小木曽 徹

1.、 単元名 わ た し の う ち

2、 単元圏標

私達の家庭の暮らしは家族が仕事を分担し、協力し合つて支えられていること
に気づかせると共に、家庭の日常生活で利用してぃる水、電気、ガスなどの資源
の大響な働きに気づかせる。

3、 指導観

① 教材について

この単元では、家族の人達が、それぞれ仕事を分担したり、協力したりじて仕
事をしてぃることと、毎澤の生活で使われる水、電気、ガスなどの大切な働きに
気づかせることをならってぃる。
むかしは、家事的労働=母親とぃぅ考え方が強かった。最近は、鞍家族が増
えt撞父母に手伝ってもらえなくなったことゃ働く母親が増ぇてきたことから、この考え方は変わってきてし

・ヽ
る。母親一人で家事的労働をすることが困難となり

、家族みんなで家事的労鋳を受け持ち、家庭生活を差さえ合うとぃぅ実態力彎 え
てきている.こ のような家庭生活を子供に気づかせてぃ<こ とは、社会の一員と
して自分も責任を鐘う意識を育てるために、大変重要である。
集圏生活を意識づけるために、これまでに、学校や学校をとりまく地域社会 (
近所の公醸、安全な暮らし)を取り上げてきた。本単元では、家庭とぃぅ、地域
社会で最小の集団生活を取り上げる。つまり、家庭を取り上げることによって、
子供達に、家庭生活における家族の協力の大切さ、資源の大切さに気づかせ爾と
しているのである。

そこで、家事的労働の中心でぁる母親を通して、家事的労働の大切さ、家族 :こ
対する心づかぃをとらえさせてぃきたぃ。そして、家族間のっながりゃ家事的労
働の分担の必要性にも気づかせてぃきたぃ。また祖父母同層の家庭と、核家族と
では、家事内容も分握も異なるということが考えられるが、形は違っても家事に

マ T~~~~,■
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たずさゎる家族働覇も、は、「ょり快適な暮らしJを総ざしてぃるとぃぅことで同じものであるとして取り扱ぃたし、。
そのために、家族とぃぅ集圏母範囲ゃ家での仕事を明らかにし、洗濯と食事のしたくをとりぁげ、学習を進めてぃく。この時、子供の具体的観察を大切にしたい。単元末には、ぉ母さんへ働手紙を書くことで、闘心、態度の需続も考ぇている。

② 見菫①英庭4

〔:;                   よ   靡讐声
意しだ

サツと集中できる1          
巽警Pて
いた 1時聞の授業の中に、みんなが

らな黛彗遭詩馨熊:          鰭っ喜警響鸞
初の頃はそれ|まど気にならな

数学寒言婚ユ賛簿l                    l警
掌‡ぷ昔Fで 算ヽ‐
音夏奮道為灯購奮警

彎がわからん」とぃって大声で撞きだし

ま        き       ξ



4、 単元指導計画

つけたい方

。家族は、それ

ぞれの家庭で、

人類や住事に特

色があり、それ

ぞれの仕事壱分
担 していること

がわかる。

・洗濯をするお

母さんは、家族
の人たちが、気

暴襲ちよく燿彗らオЪ

るように、いる

んな工赫 心ザ
いをしているこ

とに気付 く.

。お母さんは、
たくさんの家事

労働を工夫して

てきばきとこな

しているが、買
物や、食事作 リ
に家族老思いや

るJ心寿いがみら

れる。

・洗灌に使う水

電気、炊事に使
う水、ガス、電

気など、豊かな

生活に欠かすこ

とのできない資
源のおかげで、
生活が成 り立つ

ていることがね

かる。

企F甲係  ク
メ
lシ ーフ
。ロ
彊i盲彗 趣

時 ■ 裁

露
　

標

家族の儀顔絵奄簿くことを通
して、家族の人数や構成が家
によつて異なつていもことに
気季ξく。

それぞれ錢象族の人選が、役
割を持警で生糟してぃること
に、気付くことができる鬱

つ
か

む

寵

ぐ

サ０

ま

と

め

亀

菫1かの家の、家族について
発表する。

itt ΞII:
1、 家族の織顔絵を描K。
・カードに一人ずつ描く.
0自分との関係 (お父さん
妹など)を書く。

グループ単位で発表させ、
友達の家族構成と比較させ
る.

自分の発表と友達の発表をく
らべ、気が付しヽた通とをノー
トにまとめる。

蒻べてきた家族一人ひたりの
し仕事な、表に響き入れ曇魯

L、 家族構成の機奄見せなが
ら、家族の紹介をする。
・お父さんの仕事
。お母さんの仕事
・お兄さん l「t、 中学の 3
年生

発表を聞いて、気付セヽたこと
を、ノ…卜にまとめる。

評

　

糠

家族の似顔盤を推き、友達の
家璽輔陶度と異なってい通こと
に気付けたか e

家族のそれぞれの人が、役割
を持き哺で生播していることが
理解できたか。

八 、 も'ボ
ご) “ヽ″

ハ

攣



菫 亀父

家饉で鍛、お母選んの俊事に

馨トボ奪轟む馨ぴ雷量]:奪曇
洗濯の仕事にっ磐ヽて綴べでき
たことな轟とにしで、「だれ
が」 FいっJ「 ごんな贖諄で
洗つているかJ発表する。

灘母塞んが洗濯物を予す
時の二夫や、家族に対す
曇ごねずかセ為に気付く逗≧
ができる寺

お母さんがやる、洗濯のたい

て底ご奮嵐雀象Fも
実感とし

お母さんのユ夫がわかリ
吹き轟じに、書薬奄警:議

込むことができたか。

F曇鷺   奏! 澄鼻

:「おしゃベリJゃ Fぉこ |

1塾通な警熱、P母
さんの

|

1.".."....● ●●●●●●●●●●●●嗜●●●●●●●“●●"o●●●●●●●●●●」

1、 お母さんの一 日の仕事に

板に基巣季懲Fた
衰を黒

2、 黒板に提示した嚢をじっ
くりと読ませ、気付ぃた
点を自inに発表さ彗る.

3、 表に書いである「ぉこる
」ということは、桑たし
てお母さんの仕事だろぅ
かと問いかけ、意見を発
表させる。

テレビをなる、昼寝をするに
ついても、意見をきしヽてみ4

よごれたシャッゃタォルをど
ф、読藩物を提示する。

VTRで 、為母さんが、
洗濯物を予しでぃるとこ
ろを見誉る。

:よ ごれたシャッゃ下着は i

lだれが、いつ、どんな  :
i贖浮で洗濯してぃ菫すか |

|......._.●●●●●●●●●●●“鋳●●●●●゙●"●●…ゃ0_●●●“●●“」

1、 洗涯は、だれが、いっ
しているのか発表する。
(だれ)母、撞母、父
・一番多キ`のはお母さん
(しつ )朝、昼、夜

2、 洗濯は、どんな順序です
るのか話し合う。
・洗濯をする時のいるい
ろな仕事を発表する。

F・・・・・
●●0●●_●●●●―●●●●●●

"●
●●●●●●●●0●●●

"●
●
“
●●
“
苺

1洗櫂は、お母さんの趣味 |

|で しようか。     :

「
・・・・・・"・・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●_●●●●●●●●●、

:昌彗轟澄響じ喜F響 |

:伸ばしてぃるの|ま、 |
|どうしででしょう。 |
鳴●●●●●●.● .●

“●●●●●"●●●●●●e●●●●●‐●●●●●●●」

1、 しわを伸ばして予じ
たものと、千さなぃ
ものを対比さ彎なが
ら、ビンピンするょ
さに気付かせる。

2、 お母さんの工夫が他
にもないか考ぇる。

f・
・・・・・・・・●"●●●●●●“"●

●●●●●●●
"●
●
“
●●●●、

i  整  阜
■ヽ●●....“ .●●●●●●●●

“
●●●●‐●●●●●

“●苺“
●●●●』

お母さんの織の吹き出し
に、自分で考えた言葉を
入れる。

溺謡画のが穏解きなぉ母さんと、
そうでをしヽぉ母さんに分け、
どしらのぉ母さんのほうがぃ
いか聞いてみる。

Itti舅
票塁雪簾F鍾震を

藍
凱



ょξttΘ ttP攣な重な鸞量馨量義澄鰻慇欝摯璽警ざ警不舞
    撃意拿鰻量で菖鬼資≧慧了奪鸞轟通:喜具慾菫颯鍾眩仁聾し軋、 進ん響ぃる旗達に庸

:こ着くよう呼び掛ける通とができる子が、女子に少しずつドは轟るが惑、えてきた。体雪の授業鍛ときも、一学婚働頃は鐘錘が大声で注意しないとなかなか並べなかったが、最近は体操係が中心になってぷ心なを並べてくれてぃる。
自分たちが次 ,こなにをしなくてはぃけないかを考えながら、行聰できる子が増ぇてきた。

∈≫学縣 回っ`く、リ
小学技一年生の鍾任を持つてから、子供の様子を見ていで特につよく感じたことは
私が一人の子供と話をしていると、横から他の子供が「先生、先生あのね 。・・Jと
平気で何のためらいもなく、担任に聞いて欲しいと思う語をする児童の姿であった.
2～ 3人の子供が轟すだ贈 らばまだいぃぃが、クラスの半数近くの子供が一斉に話
しだすと、最警になり私も子供達の声に負けないぐらいの大きな声で Fゃかまし」と

等奮麓菫轟喜賛讐F豊襲畠轟奮事彙重島撃
  鷺雪霊雪2貴種轟慧 墨讐ふ二ふご査軍だと感じた。しかし一年生と良好な人間踊

つたため、とにかく子供達と一緒に遊ぶことと彼らの話を最後までよく聞くということ
を心がけた。       一       ‐一 ‐      ‐     ・

6Л には、学年でクラス対抗の運動会を行なうことになった。一年二組の子供とはい
うものめ、個々バラバラであった子供達が、一年 2組という学級の集闘の意識を高める
緩 の議会だとおもった。運動会のかなりまえから Fみんなで力を合わせ最後までがん
ばろうJと いう言菫を覇 に書き、 20分体みに運動場で網事:きの練習などをやつたり
して、二組の仲間みん糠 T一つになって運動会に取り組もうという意識を盛り上げてき
た。
当爾の運動会は、みんなよくがんばり、クラス全体で一つのことに取り組んだ時の
暮びを感じとることが礎 たようである。
九月に入つてから、席替えをしてはじめてグループを作った。それまでの授業では
主にペア活動を取り入れてきたが、この時からグループになって話し合いながら課題
について取り組むようにした.また結 の時もグループで食べるようにした。そおす
すると、グループ内の対抗意識が芽生えだし「今日、ぼくたちのグループ給食全部食
べちゃつたJとか「ゎたしたちのグループが一番早く食べたよJと いう言葉が聞かれる
ようになつた.しかしこういつたグループ単位の築麗意識を持犠ている子は、数人であ
いろんな活動にグループ単位で取り組ませることにより、クラス翁子全員にグループの
伸間と協力して物事に取り組む楽

=しさが感じられるように指導していきたい.



人間爾係 パ lレ ン・マ 諸 に含う機
>が
で,

轄 屹 7

露

　

標

これまでの学習を生かして
実際に洗濯することにより
母親のたいへんさに気がか
せる.

お母さんは、・―人一人の好
みや新鮮:さ 0億段を考ぇて
買物をしてい逗とに気づか
せる。

つ
か

む

お母さんは、汚れた服をど
うやつてきれいにしてぃる
か話 し合いう。

:・
・・・・・・・・

●●●●●●●●●●●●●ぃ ,● ●●●●●●●●.●●●●●●●●●鶴

:ぶ母 さんになったっも |

:基EL量夕
のものを洗

|

●..。 ......● ●●●●●●●●●
・・・・・・・・・・

●●●●●●●●●●●●●
"● :

1、 家庭科室の洗濯機で
実際に洗濯をする。

汚れのひどい部分をま
ず、手でもみ洗いする

2、 バヶッで水を<んで入
れる.

3、 洗剤と渡癖勲場をぃれて
スイッチをいれる。

4、 洗濯機がまわってぃる
間、プリントに記入す。

る。
・使つた水霧量  。かかった踏嘉
・洗動鮮  洗酪鍛鮮
・お母さ脇矮ち

カレーライス翁したくをす
るま琴濾、どんな仕事があ
るか話し合う。

久ライ討「野菜を手に取っ
ているお母さん聾を見て、
お母さんの質物の様子を発
表する。

|お母さん :よ、どんなこ
i

:≧ を思つて買物奄して |

:い るでしよう。   |
|。な。゙....6● …■●●……●■●●●0●●●●●●●●●●●ce●●●●_■ J

l、 ステイド「野菜売場 J
を映し、買物の動作化を
し吹き菫しに驀響く。
'安い ・新鮮
。馨んなの好きなもの

2、 買物としているときに
考えて予ゝることをテープ
響聞く奪

吹き轟しにりいたぉ母在ん
俳気持ちを発表する。

貿
ヽ

ぐ

る

ま

と

め

る

評

　

籍

洗濯をしながら、家族奄思
うお母さんの気持理が考え
られる。

量事罐したく磁す儀までに i

予孟薫菖を
鐘馨が轟ること

:



轟墾黛麺2姜 領

カレーライスの用意ができ
るまで鐘は、多くの仕事が
あり、なぃへんでぁること
をじることができる。

覇靡欝卜墨雪b鸞選h霞澱欝踪晏冬可曇革貪迩菫熙響

食事の層慧鍛時、どんな仕
事があるか観察 してきたこ
とを発表する

1、 食事の薄意のとき、ど
んな仕事ガぁるか、鐘察
してきた進と豊奨ねむする

2t食事の薦慧の仕事を動
作化する。
‐動作f極の様子とな母さ
んとのや り方の違ぃを
見つける。
・もつと止手で早争、
・いくつもの鑽灘 ゃってl弩

3、 食事づくりをしてぃる
ぶ母さんの気持ちをテ
ープで闘К 。

:暮

言専輿糞享冒rき出しに

雷晉量言覧景碁k」喜奮F

1、 電気・ガスはどんなと

警避警菖瞥贔菫

2、 電気、ガス奄使つてぃ
るところを確か峰る。

3｀

難冒鑽運8P凩澪

ぎ馨言ク
の忙しいと奮覆轟

『・・・・
ら・・・・●●●“......●●●●.● ....●●●●●●●●..●●.・

:鐵族の世話はな喜燒言::お母蓬ん鮭

lう 。            i
t..… .....ミ・・・・。・・・・・・、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・:
・感謝の気持ちをこめて。いたわりの言業を入れ
て
。わたした場のできるこ
とを考|えて

化する。

颯?奮奮雪ね蜃豪露

ゃギス菫R3懸 ¥写鰺
うか。

囀讐争磐ど電藤運彗曹
ゴ?∫うにしてい通の

會FS朦馨F鰻込鸞感≧麗 恣Vtt ζ書讐予奪 軍



5、 本時の展開

(1)本時の目漂

(2)展開 (5/10)

お母さんが洗濯機を千す時の機予機動作亀鍮選 t

工夫をしている録か気がくことざでき曇.

お母さんの洗濯をしている機子を思しヽ轟しなが 1

学 鸞 罐 憑 豫 越
」

パンバンと洗濯機をリ

洗濯物産ピンピンに4
ギューと機に洗濯物 :

シャツは、長もヽ檸 (4
ズボンなんかは、流:
くつしたは、洗濯ば1

(轟知観標)

(態度目標)

いるんな洗灌物を、みんなで千して懸よう。

洗濯物なんて千した I

洗濯物を、なにかにJ

私は1いつもお母きJ
たいわかるは。

私洗灌千すの大好き、

シャツなんてどうや

洗濯ばさみつて、こ

シャツなんかは、こて

こうやつて千すと、|

お母さんは、洗濯物量千すときなぜピンピ

洗濯機 :こ付いたよご|

このお母墓ん翁洗漕

洗濯物のしわ壱のぱ

ケシヤクシヤだと、

お母さんは、轟澤平

なんだな。
これからは、洗濯物
騰母さんて、やつぱ

(3)評価
(認難漂標》

(態度爾標》
洗濯物を干す動作fヒを通して、

グループ機話し合いのなかで、
洗罐に驚いず儀おかあさん働二夫

自分の意見覆言うことができたか

鋼率 濯野 ぽ》靖慾 唾》し
ヽ

1。 お母さんは、どんな

ものをどうやつて

干していましたか。

お母さんは、どんなこ

とを考えながら、洗濯

をしているの力ゝ お話

を聞いてみよう。

お母寝んが洗濯をして、洗つたも

のを千すところのVTRを見て、洗
濯物を千す、お母さんの動作に注目

することができる。

洗濯物を千すという動作化を通し

て、お母さんの仕事録たいへんさに

少しで七気づくことができる。

お母童んが、しわをのばして千す

のは、家族のみんなに気持ちよく着

でもらいたい、という心遣いである

ことに気づくことができる。

お母さんの心違いや、洗選をする

ときの苦労などを、テープを聞寺ヽて

理解できる。

つ

か

む

ま
と
め

る

主 な 発 闇 静饉

個

る

G



♂て、家族のみんなが気持ちよく署られるように、お母さんがどんな

b、 議し合いに参加することができる。

鸞 懇 ま れ る 児 童 鍾雛 メ真 ヾ

したいているよ。
申ばして千しているよ.
議伸ばしているよ。
獅干し竿)に轟して千していた.
覆ばさみで、はさんで干していたよ。
整みのついたまるい和のやつに干していたよ.

ことないからわからん篠
Stら さげればいいんだよ。
んのお手伝いで洗濯物を干しているから、だい

つて干したらいいのかわかんないよ。
うやつて使うの。
んなふうに干すとすぐ乾くんじゃないかな
乾いたあと気持ちよく着られるよ。

れでもとっているんじゃないかな。
物を干すときのくせだよ、きっと。
しているみたい。
うまくたためないからじゃないのかな.

気な顔をして洗濯をゃつているけど、結構大変

をまとめてださずに、毎日ちゃんとだそ。
りえらしヽな。

と心遣いに気づくことができたか。

指 導 上 蜀 絋 は ご亀

・VTRは、お母さんの動作に視点を泌てて
見させる。中でも、手釣様子に注意させる

eVTRは、洗濯機を干すところだけではな
く、洗濯を始めるあたりから見せる。
・ハンガーや洗濯バサミなどの道具にも留意
させる。

・洗濯物
(ハンカチ、洋服、靖子、シャツ等)

0グループごとに誰がどの洗濯物睦干すのか
を決め、実際に教室で干してみる。

・上手に洗濯物を干しているグループを見つ
け、どんなところに注意して干したのか発
表させる。

・ピンピンにして干した洗濯物叱、モうでな
い洗濯物を提示して (シャツなど)、 違しヽ
などを比べさせ、今まで気づかなかつたお
母さんの洗濯に対する工夫社実惑させる。

お母さんの仕事を、す通しでも減らしてあ
げようという気持ちにさ彎る。

しわをのぱして干しているんだろう



第2事隼 拳救会議雛轟彎灘
斌 睡

旗 篠

権騨

事賓
lI」
バメ影熟ス鬱ィ鰊

を1ガッ襲

島澤鍔襲卜笥ふされ7ける「みんだひつくる魔翼纂J等 どヽ短どことボ
・オリスいのそ`

アン年一卜電し,絆果、rJゎヒぴス農建守ろミ亀:ミス機,大 .葬婁園む手つな武
フ芦盛で、で彙らをビん瑠ちがスでゝ]朧う

^が
、 |イ擦Lヒ bスタ町trご ビん群許戦奮嵐

てたらしヽ電`4奮 濯ゝ筆:ぜこ、スハ■7tt4黎り黎覇移啓毎瘍難奪ぞも41・ じ声いと路って

ぃる。

①罐露晨ヒ毎え

ハ漂でトメズーッ擁攀纂ヒして、霧冦≫  〔導年)・ 4雀お綴 (巻弯つ。通難験 鱚鍮
ボあつ。亀ネ[与 tttっく,ふメポープ見かをひえる4ぶ疇筵ル   、ギ氏寺史
質暑喚|(ギっス争べき裁でき卜ぐらいで'ある。め斌4で脅ヒぴ入会ぼ貯ηttktt Q

寺めなめで、重導色参ゴむ■ち卜感がだてみようと爵う。2等生T昴で,虚てとデ

リ角けに1よ ■``呼し`バ、ど路め靖麒卜辱わけびハしヽみん尊じび方ぞ篠導しトリ、

る孝ゴとハケームで
・ヾ 7ど ドヽ りじ一とや り、イ手拳t晉 儀T‡ ぜスリしみ 。奪み .

瑠重難で8グャンプtしてしヽろば、惑だか疑ボ入軟碍いので,凄癬聯べえ|ずザ轟

轟てぬ:つ トレて、みん辱9/む ウ`トンマ雛 ンでいる。
撻与なりひとデながむみちハ自雑 らむっくも織 をF人かを奪)で驚轟。資

質 争奪鶴へ もヽ曇か とノ験 争丁い
る .

簾成虞錢

虚等lj織

ぷ瞬 鶴難

L

2・ 饒恣諄l鍮撰畿

こ鶴鰺乳



蜻繊量酔質得

導飩短ダメ壌鵞鯛夢lす T鵞戦 のアンケーン雪爾甕》磐内蝙耀費
薄わとび
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°麟史ご露
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Ⅲ夕酔
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り

つ

て

る

で

奪わしダlξ愈イ多苧篭ちTけ磯よつで、「 なゎとこだ九が、ゝ 》ヽやるのコド軍くな
酢ザeJヒ ザリ脅む鋪たてくる。しヽぃたと堀罫え声率漏し伊ペゴ

B(Cン
C彦、押ヒぞtヽ セぃ

わllむド欝いがで、奔ヽ電め時頌暮ごォームの}と 、ち しごlミ きべてし`る。
参グ質 フゝ

゜
υ撃轟摯婆晉tぶぃな  ダ滉晩畿卜赤白4今 ムヽト分がれ丁箱 ,

ぃる。ふスろだiT理 ぞ農嘩奪いごう ¬ごザ.|れ 議ヽと言や`嚇合,7をってヽ`
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欝雪 3盛諄 鐸整 ~―壽職 銭輔番 動 芋贈鯰隋纏
公 開 第 2横時
教 室 3年 1組
指導蕃 溝頭正子

11議題各  読書発表会の計画を立てよう

2,議題設定の理由
工学期も半ばになると、係の活動の

マンネリ化や行き議ま

りのためか 活動意欲の低下が目立ち出した。そのため、準

級会で、 F係の仕事を工夫しよう」とひう議題で
それぞれ自

分たちの係活動の反省をし、もっと工夫し
て仕事が出来るこ

とをねらつて議し合いを行った。その結果、係
の仕事を広げ

ようとする活動も見られるようになって来た。

図書係も本の整理や貸借の世話の他、等級文庫
の入れ換え

など色をと自分逮の仕事を広げて行った申で「紙芝麗
を作っ

て、それを発表してみんなで楽しみたい。Jと
いう願いを

議題ポストに入れてきた。

リーダー会で議題選定をしたところ 11月 に読書週間
もあ

るし、 1つ の物を作り上げる事を通して協力
の大切さも分か

ると言うことで、この議題を取り上げることに
した。

3、 指導感

①翻 のとらえ

子供達は、山びこ集会やお話大会など
の発議会を経験して

いるが、自分達で計画し実行していく率は初
めであるo従 つ

て計画段階でのきめ細かい指導が必要となり、時間
鶴かかる

ことが予想されるが、係の文イL的な活動を広げさ
遣為ために

亀 この時期にこうした経験をさせることは、意義のあ轟事

だと考える。

発議会となると、出し物の出来具合に気を取
られがちにな



るが、1つの標鍛提鑢したことを学畿であ轟りはグループで
取り組準力犠合わせて作り上げで くヽ 遍糧こ鍮大切はしてしヽ

きたい。議た、発表余をす轟た機の準備や必要な係、鈴援[蹴

どもこ鍮畿題を運して学ぱ誉たい。

O児童の実態

読書発表会の感じ物は、どんなものが鶴ヽいかアンケー 警
とった結果は下記の通りであった。

紙芝層 (O罐。P)。・・H入

本さがじ クイズ。・・ア人

M・入影劇・000000● ●5人

読暴麗かせ彎書豊轟入

本作りいe奉・・奉・4入

本の霧介・・・。義毯入

この中から 作り上げる楽しさや 協力性の画面を考え合
わせ、轟し物を決定して行きたい。また、出し物を作ってい

く設階でグループ内で様々なトラブルが予想されるが、間蠅

となった点をグループで話し合わせたり、力を合わせて作っ

ているグループを認めるなどして作り上げる過程の協力の大

切さを分からせていきたい。

O学級集麗作り

生活・学習グループは、4～ 5基で構成している。グループ活

動の日を水曜日の帰りの機に位置付け、目当ての反省や困っ

たことの話し合い、漢字 0計算の線習に当てている。

自己中心的な子がいたり、リーダーが力不足だったりして、

初めのうちはトラブルも多かったが、その都度、グループや

学級全体の問題として轟し合っていくうちに、少しずつ協力

していこうとする姿勢が出てきた。

また、学習時は、小集団で意見交流の議会を設け轟ことに

よって 自分の考えがなかなか言い饉せなЪヽ子も気楽に議崚
ようになり、全体の場でも グループ鍛子|こ動まされ挙手す
轟場爾亀見られるようになって来た。



4、 霙穐計爾

つけたい力

。文イ鼈的な活動ができる。

0発表会をするための準備必要な標
e分握などが分か為o

・係の藩鉤計画を見直じ

級会の要菫を生かすよう

計画の立て直しをするo

・全体で隷じ会える極饉あ

る機題をRぶ

。係活%の反箇

・係ヘーやつて欲しい基と

置して欲しい邑と

・読書発表畿翁出し物につ

いてアンケートをとる

・見やすいように表にまと

める

・ グループでだしふ籍を

決める

係へのお願い (議 し合い)

一係活動の活性イヒー

係の活雛計画の見直し

係の仕事を広げる

鮫課

議題の選定 (班長会)

帰りの会

アンケートをとる

放課

ァンケー トの結果を

| まとめる。

短学権

出し物を決める機
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箋施計画の作成

プ曹クテム作文
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賤題、鐘礫飩白を輔巫すは警

さぐる

まと

める

賛警lllすか、出さないか

どんな賞がしヽしヽか

意欲が舞て轟よう意邑考え轟。

話し合しヽの政とめ

決定黎頃鍮報 告

今爾鍮鍵し合しヽの評機

今後の藩愉静慮欲付け

鐵学指

賞磯係決め

活動し易いよう班で、

分担する

轟れ物冬施計画作成 轟じ物のテーマ、経面分け

役割分担

鰊

製作 繰貯 理の幅カ
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1.轟  輔

2 題材の理機

&教 材 群

量
圃
鰯
や
鼈
十 κ利撃2咤 蝙黙

公 開  第 2校 時
数 室  3年 2種
指導者  小 jll繭 壽 子

リズムにのって

リズムを体で感じとり、音楽の流れにとけこんで表現できる。

●おぱけなんでないさ

○メリ…さんのひつじ

Oエンターティナー

○あわてんぼうの歌

4指 導 観
⑪ 畿轄及蓼教材 :こついて
本M材の『リズムにのって』Φ『脩馨濃としヽう鍛‡ま、古くかも、選本

翁警幾:こ 亀驚いられてひ儀が、 ア鐘の流れに0っ て』とか『警轟にのっ

て理の アの議で』轟同じてお響、警轟警鑢いて手な振つたり、体を撮す

ったりず轟身体の夏鰈は、盤の Fの って週の行動化であると考える。

機って、 伊リズ典にやつて慮lま、平たく言えば『鯰予‡このって』『警

楽⑭流れな一岬闇篠 :馳なって理としヽうこと‡通なる。

今まで器撃冒では、指子に重点警ないたものであったが、本畿材では、

始の単写鍮流れを受け鑓いで、輸れらを、まり塞きた警楽聰農嚢に高機

てしま まうに考えられている争

通りな材警学響すはこと滝よ等、リズム等体で感じとり、警楽 (リ ズ

ム)鍮れれによ‡ナ込んで表現する能力警幾ひたい。

Fあわてんぼう0欧』は、あ簸でると忘れ物をしたり、落とし物をし

たりす轟等、よいこと:まなしヽといった、護常の生活難ありがちな失敗談

を、ユ…准ラスな歌れで歌われており、鐘近感を覚え轟も鑢であ馨。

L璽は、前率8小難で、1理 欝ヽごと:難 抒
申
木 参警型の反跛を主轟

して1讐ずづ下持してい基器で、鐘子鏃鑢瘍蝿覇が篤檸翁上からも感じ

取りやす Lヽ。 簑準は、 4摯藤ズ の管爾機彎観とし、最後のプレーズは
難準辣靱さを猾り入れてまとめられていは鬱

また、この曲は、主旋檸と爾衣勒旋簿ξ通鐘管を驚え、リズム辞纏を二

丸して、亭嚢や域の洋轟ができはよう:こ鰈曲暮れてしヽ懸命



美しいアンサンプルを作るためには、それぞれのパートを、正しく、
生き生きとしたリズムにのって演奏することの大切さを理解させたい。

C 児童の実態
4月当初、児童達の「音楽学冒Jに対する興味・関心を調べたとき、
音楽を好きと答えたのは、クラスの8割を数えた。残りの2害Jの児童も、
「嫌いJと断定したものは一人もなく、「普通Jと か「ちょっと苦手」
といった表現をしており、関心の度合の強さを感じた。
最近では、「音楽は苦手やけど、リコーダーがおもしろいで、音楽を
いつぱいやりたい。」という男子も多くなってきたのは、喜ばしいこと
である。

どの教科でも、学習に対する取り組む姿勢は積極的で、意欲的に活動
している。音楽でも、音楽係を中心に自習することもでき、全員が協力
的に学習することができ、この点、前学年の指導のよさを感じている。
児童達は、全体的に軽快なメロディーを好む傾向にあり、こういった
曲のほうがリズムに乗りゃすく、表現しやすいためと思ぅ。
本時の教材 Fあわてんぼうの歌」は、児童の好みにもあった3年生ら
しさを表現できる好教材である。

③ 学級集団づくり
極学年のパズ学習の形態としては、隣席同意で話し合ぅといぅ形態を
とることが多ぃが、 3年生になってからは、一歩進めて、 4人の小集爾
で活動させる方法を取り入れた。

年度当初は、机列にしたがって、 1列が歌い、残りの 3 Fljが聴き役と
なって、慧見交流を行うという方法を多く取り入れたが、この場合は、
どうして亀発言者が偏りがちとなり、消極的な活動のまま学習が終わっ
てしまう児壼が多くいた。

小グループによる学警活動を取り入れるょうになってからは、個々勢
意見や考えが発表できる場と、何でも言える雰囲気ができ、児童の学奮
意欲が盛り上がり、考えが交流し合えるようになってきた。
お互いが教え合い、認め合うということが、伸聞づくりを強圏なも鍛
にし、リーダーを中心とした学習活動によって、どの子も学奮録選が把
握でき、取り組み方もより明確fヒされるので、学習に対しても、意欲が
高まるようになってきた。

2学期からは、この実態の上に立って、人の意見を聞き、それを基に
して自分の考えがまとめられ、発表できるようにしたいと考えている。



機,運資麗穐甕ダ極璽 セ鍮T輻  璃錢響甕5理雪≫

身:こつけた場L舟

奮 楽 鈎 議 能 力

o グループや置人で楽濃を選んだり、糠管したり
することができる。
。 ピアプの音色に興味を持ち、国ずさんだり、身
体でリズムをとりながら、レ菫―ドを購く通とが

できる。

0 楽しい感じに合った表現を工夫して、歌調唱ができ
る。,

0 ふしのまとまりを感じとって歌うこと力《できる。
0 リズム伴奏を工夫して、曲に合った楽器を選んで演
奏できる。

＼ ■ 麓 導 4

量

　

標

o リズムに乗って楽し
く歌うことができる。

o 縦笛の濃奏に慣れ
る。

0 覇動的なリズムの
楽しさを感じ取る通

と烙セFき る。

。 曲鸞ξ進みった萎瑾がで自
益争

つ
　

か
　

む

さ

ぐ

轟

一
　

ま

と

め

る

|

⑪ 舞ぱ鍍なんでなし`さ
や 轟テープを鑢ひて、

リズムや歌爾幸おもし

らさ善感じ歌轟c

O歌 議寵容、旋律から
感したことを轟彗合う
石丁チニプゃォルガン

俸奏:こ合わせて、リ
ミカルに歌いましょう

③ グループ学響で、身
体反応をしながら、リ

ズムの感じや、ユーモ

ラスな難 動 に

とらえる。

③リズム唱や機打ちをし

て、曲に慣れる。

③ 拍打ちをして、言葉

を抽醸 せるようにす

る。

◎
「
3■

節 鰐 房 J ll

の言葉のもつげズムを

感じとってはっきりと

歌う。

感じをつかむ  __:__4.
鐘 C瘤轄菫をし

上のふじと下のふ

を合わせましと登_豊

● レ覇―ドを聴き、
曇に合わせて、
してみましょう

υ

鬱 あわ燿ξ浅′爾う鍛歌
鮨 テープを懸いて、薩の

おもしろき暴とらえ機

⑫ 歌調を調鳥時、気がいた

ことを譲じ合う。

① テープやオルガン
熊二鐵 買r、 たヴ》しく

唱を姜ま望重

③ 階堪唱をして、旋律の流
れや音程をつかむ。

③ グル警プの学冒で、歌爾
鍮歌いにくい部分を練習す

る。

顧丁薮麗ふしと違うふしを
つけま慇ょう

⑤ lフ レーズと2フ レーズ
・ 3フ レーズと4フ レーズ
の出だしが、同じであるこ

とをつかむ。

③ 歌詞の内容を生かして楽
しく題賀う。

F

評

　

価

。 伴奏に合わせて、リ
ズミカルに楽しく歌う

こと島ミできたか。

。 曲態をいかし、伴
奏に乗って合奏でき

たか。
o i墨臨が正しくでき
たか。

0 リズムに乗って、
身体反応をすること

ができたか。

0 ふし鍮変化を生かして歌
えたか。



人爾爾饉薔こかか簸轟麟鍵馨檬

０

０

０

０

０

譜
きを知り、鐘習すること浄《でお辱幾
卜がり鋳壕こと漁ヾでき懲。

I碁仄 霧 曇ダ 饒 ン
ことな 角 。

F鸞いやる気持ちを持つことができる参

0 動の感じを生かした
リズム伴蓑を、するこ
とができる。

○ 農の感じを守かんで、難
しく演奏でき轟争

① あわてんぼぅの歌
歌詞⑫内容を生かして
難しく験機。

鬱 縦笛のふじを
て、歌と合わせる
をしましょう。

② 歴軸 な旋律を、緩

0 グループで階各種を
しな滑ヾら、フレーズご
とに合わせる。

◇ ミ・ ファ傘遭謝酸や、
4フ レーズ園の運指に
縮 4・

。メ 1農 ソリ リ。ソ壽
の長さ:こ、注意する。

◎ グループで、見合っ
たり教え合ったり凛て
繊習し、みんなの前で
発表す儀。

⑪ あわてんぼぅ錮歌
雫ズムに乗って言葉を
はっきりとが:う。

● 畿:こ金っ肩匡
奏を工夫して、合奏
主Lょ う。

⑫ 主旋律と鍵懲のパー

_上豊金わせて取う。

機 グループで話し合っ
て、楽器を譲 ち

⑬ フレーズと対照して
リズムパターンを考え
る。

③ リズムパターンを組
み合わせて、リズム伴
奏書考え、練冒する。

鬱 ダノンープで考ぇ合っ
たリズム伴萎を、発表
し合う。

。 リズムパターンを組
み合わせて、表現でき
たか。

① 轟けてんぼぅ録致
主篤樺と畿饉場パートを合
わせて歌ウ。
の 期時に学習したリズム伴
萎をつζ夕で、会は←萎をす
る。

0 * tlrfi ?€)t** p

をして、楽しく合萎をし
しょう。

③ 指番号は、右手・左手と
も同じであることを輔
してから、グループで練習
する。
④ 主旋律や、縦饉のパート
と合わせながら練警する。

の中で楽器の分趣を轟し合
って決め、各パートの観響
をしてから合わせる。   |

0パ ートを交替しなか曇、
舎蓑を楽しな。

③ 各グループ鍮練響の曲
を鑢き合う。

0 正 影響選権で吹けた
勝聰

○ リズムは難って、棄しく
鎧萎できたか。

○ 副次的な能律を、纏
唱 幸萎することができ
機。



a 本時の難m (本時 轟/7》

躊 本時綽轟隕 (轟知霰穣) 副次的な旋簿を、

(態度爾穣) お互いに教え合う
えて籠暉、模 (瞼》

奪纂す壕進(

品と:鳳よ惨、自鋳のうまずき驀
j

0本題材を歌い、学習慧

欲を盛り上げる。

◎副次的な旋律を、テー

プを聴いて、つかむこ

とができる。

o前時に勉強した Fあわてんぼうの歌」を

歯切れよく歌いましょう。

○今のテープを罐いて、歌と違つたふしが

あったことがわかりましたか。    _

o階名視唱をさせる。

●階名唱をしながら運指をさせる。

●一緒に吹かせるよ

●個人で吹いてみる。

oグループで、たて笛の応、しが、正しい音

で、長さに気を付けて吹けるように、練

奮しましょう。

O練習できたグル…プに発表してもらいま

す。

oどのグループも、しっかり練習できたか

ら、いっしよに吹いてみましようo

。それでは、歌に合わせてみましょう。

。今度の時間は、リズム伴纂の勉強ですo

形蝙

一斉

一斉

ま

と

め

る

O Slttk藤錨薩簿を吹くこと

ができるようにする。

(音程・推・ リズム)

0グループで、運指・昔

程・抽について、教え

合うことができる。

0主旋律とたて笛鍛パー

トを合奏することがで

きる。

o次時の予告をする。

一斉

一斉

一斉

鰊 評価 (轟知藝標) 副次的な旋律を、たて饉で、模

舗難贅甕標) お互いに教え合うことにより、
(唱)0奏することができ

自分のつまずきを知り、練

鸞 奪時鍛厄鐵

主 な 発 爾学 奮 の ね ら い

「

一斉

。たて箇のふしを練習して、歌と合わ普

勉強をしましょう。



とができ馨癖

鶴り、練膏することができる。

学習活動 と予想され る児童の反応

●強調の向容警豊かし、リズム:このって楽しく歌う。
磯指簿督翁権簿にょ増て強う。参身体表理をする。

◇歌鉾ふしと違ったふしか、たで箇でゃっていたょ。
9たて箋がきれいだ嗜たよ等

◇たて箋で政しヽて拳ようょ。◎ぼくたちもやってみたい。

O拍の流れにのって、身体表

現をさせる。

Oたて笛がわかるテープを聴

かせる。

0たて笛のパート磯模唱善する。 (階亀F昌 )
0階名唱をしながら、運指をす機。
Oたて笛のパートの模嚢をする。

Oフ レーズごとに合わ億る。

O各自で吹いてみて、つまずきを知る。
Oグループ学習でお互しヽに教え合う。
○グループ同意で難き合って、感想を話し合い

練習をする。

(1～鵞人が吹き、他が聴く。)     、
。グループ全量が吹け品ょうになったら、

みんなの前で発表する。

0たで笛パートをいっしょに吹く。

Oパートを交替しながら、合藤のまとめをする。

○正しい運指・音程で薇げは

ようにさせる。

03フ レーズロの

り  IJ. プ||の R墓 |こ
注意させる。 (讐 ズム〕

○グループの申で、演萎著 傘

難き後をきめで、教え合っ

て練冒をさせる。

○グループの金量に軟か誉碁

02～ 3Gに発表さ彗轟。

0曹程・拍に響慧さサる。

○パートのパランスに気をつ

けさせる。

(机甍巡攪)の場で評価す壌響≫

、まと機鍮発表鍛理でポ価ずは。)

羹 籍

テープ

◎

学詈藩

轟の経

オルガ

ン

羹 饂
(魔重

に配布

する)

たか。

響することができたか。

≪――斉学奮、グループ学習

《グループ学詈 (帆覆巡撓)

ξ旨導上の冒慧点  1黎 備

テープ

の
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側 キ学寿 れな肴撃爾 指導真
盆 鋪 蠣 ュ 麟 時

晨 宦 等摯 旦緯
鵜轟ん 野胡 春人

盆。熱 ん 勝したれを`じ1)ヤ縫卜のくらし

窯、華角爾織

一キヤ餓伊イ爵び夕いオ縄ずだ、角縦塀場守にあ
つ角生た蝠参

せ生議轟:式
1た
と,て 1ヽ みユとがわかる。

3.鱚 導議

◎ 装続トワしヽマ
顎ふ費島こよt襄 いながらク、懸々な髪縦炎イ争1超影晨樺ダ島られ

聾 等 人饉め土劣れまヤふ糞参、それぞれのバ痕lι意つて様々

ぞわ拳クしかし,ど のえ婁ρ二芳経ま
1ギ
た業.も
・
ぞれなれ_の 農ボ票

筑 it対薦 L翁 ぶ壕え 亀生脅
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だ、像鷲感スギた打して L｀ つぞ多羞二 うたうしでき r_‐ ゎ |す デ
|ざ なしヽ

人種饉、畿手に凄 をヽな生霧雀行で来たいで なく、きがじtヽ 自業鼻#
t亀糧じてざ角たくましふ`膠箕手持 つてい移ダ移亨タル現靖′ヤ、ギみ

ての霧議ゲ轟 lヽている。

オ縄 .の 長滑む惑、負の晃ぐ Iニ ミちら
y看 れ獲 `か わシな |｀ ゲ 億`寿瞬き

血 Pじ・で盛伊し`こと。夏′募 :ヽ 諸懇
ダ撰 ぃtと 、キ瞬色丘ガ で指曇拶嗜

3

夕い、 モ脅寸
・
寒 ぎ査着舞ギわ

拳 。こあ身戒 た皇守`して、聾熱澤嵐
爵農

作 搾 左ぼ 澤 しく いろ
主 Lべ ふ 質 ρ籍 こ で

e幹
ル 4冬 鯛 、鰈 滞ず撼 量慮

でなミとめずさなこtサ の主畠剰「していろ^移
ことザ麓糞づる人亀の

持もあゎうわれである・ こた 継ヽくれのオ しヽむ,轟 :こ館す参議幾
拶特

色のふ碁滲爵ず:そ の二たについて多掌響急進胎たい。政寿 じ鶏載

τ渤ここて` 自ぶ基イ宇へ偽違良、対肉
の議番左島つけ象暴力礁サ:す

たい。よた。この革えでは,冷よず暗ヒんビ鏃てミな費` 'た グつ フ
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○ )も極のだね

総爆唾 t覇裏なピ鯉見ゼ免蓄ゞ っLヽ 女選ヒと縄晨ごゼ多こ嵐な質
藤 機ヽ歌り入れで象 てぃるが .精めの喉憾偏 に感糧ァ tす ればぃしヽ,っ
かわか身な¬ 子ヽが人摯数た`彎たが・歌臨 おヽ経み鶴ずL†纂子がケ
レ増えてきた,ぶ峠のわら,こ こみ感ず免ブι`する子ι感凛だケない。
れな孝象め亀義鯉考え孝時 0霊艶ヤ几拳したこヒ左農場 Itじ マ自
力の考 え色持っこと:ま ずさら伊が取 tヽ .量 だ豚し響晦鳥から考ぇ癬

づこヒ:重 lれ んピぞ幸なぃゃごた、考ぇた一ヴ見っl† ると受れょ
二たえよりと寸る要携ひざ野事ぃ。考え方彦人ご,慮θなのず、現鷹じ
奪ヒ有麟彎億難た り薄 たた ジずするよぅ指導 している。ねり上:す

｀

あ力滲恵だ足 ブなぃ。まげめに宇響 レ式シヒする彙持多ιよあるがt
ちよ ,4纂 しくな った織のねばり夢仁す↓
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騨ミしぃ .

○ 黎鐘桑鑽づてデ
段肴の考え避議す時 t roo尼によく式ネでいごずが1「‐‐J「 οΦぐ4に
つ Lす 足 じで・―‐JL言 っ て議 レ確 め た り,最機 ご ず 「 ― だ ヒも いご九
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影そうとする手がヵ
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拳 ″ ゲレ♭-7・ め 中響

鴫こ奪3 鷲ノ会 の 子 影ご、ぉん難 寸よ ,1電 灘 させ 長 プ′
縫 の場 ずゲ

tル
ー7藝繭 の人畷 銅総、亀よ く ιで もヽ ぐ裁 つ発轟な て :ヽ る。
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上督総「雪亀島む民の機」

〈中学生の作文―『わたしたちの沖縄』より〉

私は,避難先でつぃに一睡もせず夜を島かした。
午前 8時ごろ,そ っと戸をあ!ナでみた兄が,「家が倒
れているぞ。」とさけんだ。私!よびっくりしてのぞぃ

た。「ない !J 私たちがきのぅまで生活していた家
がない。あれくるう風,さ ゎぎみだれる本々,生ま
れではじめてのおそろしい台風である。いつもの台
風なら,夜があけるとやんでしまうのに……。
昼ごろになってょうゃく民がしずまった。私は外
へでた。時速 7キ ロというのろのろ台風が,85メ ー
トルというものすごい風速で,こ んなに小さい富古
島をなめつくしてしまった。

緑豊かな私たちの島が,今では戦場のようにあれ
はてたすがたになっている。父と母:ま ,倒れた家を
かたづ:ナている。私!ま ,どろまみれの洋服や:ずぶ
ぬれになった教科書をひろげた。
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第 5義率基科 書諄癌費≦漏 (話し合い活動 ≫ 弯露理露ま旨種撃轟違

公開  第2綾諄
教菫  5年 3組
指導者 伊藤策雄

1。 議題名    『みんなで楽しめるベア遊びの内容を決めよう』

箆.議題設定の理由
5年生になり2年生と清掃活動を申心とするペアを組むことになった。 5年生
になつた頃は2年生の子に教えることに喜びを感じ、2年生の子もよく言うこと
を聞いてくれた。しかし、 1学期も終わる頃には言うことを聞いてくれない子も
少しずつ増え注意することが多くなってきた。
そこで、2学期に入り、計画会で 1学期はほとんど2年生との交流がなかつた
のでもっと2年生のみんなと楽 tノ く遊んだりして、心を通わせる必要があるので
はないかと考えペア集会を計画した。

3.指纏
の議題のとらえ一―優値観

2年生の子と交流
楽しい
5年生としての立場の纏籠
思いやり、励ましの心が育つ
こアのよいところの発見
クラスとして鍮機カ
集会の進め方
集会の計画の仕方
集会まで分準続の仕方

(6年生へのスモールステツプ )

5年生になリペアを組んで取り組んできたが、グループノートなど鈴意見から
も子供たちなりに責任を持つて頑張つてきたと言える。しかし、 2年生の子を上
手にリードできる子もいればできない子もいる。また、 5年生の言う通とをよく
聞く子もいれば、

・.開かない子もいる。そんな子供同意がベアを組んでいるた論
'

うまくいっているベアもあるし、そうでないベアもある。そこで今轟のペア遊び
では、 2年生の子の無邪気さ、かわいらしさなどを感じさ憶、頑張つていこうと
する気持ちになつて欲しいと思う。
また、ベア遊びを考える過lTCを通して、2年生のことを考え教え動ましてやら
なければいけない立場を再確認させ、「とつても楽しかったま.Jと喜んでくれ
る2年生の声が自分の喜びにつながる経験をさせたい言さらにヽ2年生からアン
ケートなどを取る過程を通して2年生鍛 5年生に対する思いや、考えを分からせ
たい。
そして、この集会を計画、準備、実践をする申で、運営の手順や方法、考え方
を学ぱせ 6年生への足場 (スモールステツプ )にさせたい。

人間魔係が高まる

自治力、実践力が身に付く



②児童の実態
ペアに対する意識
ベアに対してどんな気持ちで接してぃ儀かァンケートをとった結果、「やさし
くするようにしてぃる、見本とな機ょうに行動してい機、ぃけないことは厳しく
注意するようにしてぃる。Jとぃぅ意見が多かった。
また、ペアをどう思うかというァンケートに対しては、「可愛らしぃ、薫直、撮
除をしっかりしてくれる。」のょぅによく感じている子と、逆に、「少しも可愛
いくない、しゃべってくれなぃ、撮除申言うことを聞ぃてくれなぃ。」勢ょぅに
理っていると感じてぃる子の両面があつた.
こΦように、意識の上ではベアの子をしっかリリードし、時にはやさしく、時
には厳しく、見本となれるょぅに心掛けてい懸ょうだが、勝手な行動をするベア
に手を続いて困り、ペァを可愛らし氏ないと感じている予も畠てきている状態で
ある。

ペア集会に対する意識
ベア遊びをする諄を19月 から運に 1圃、学級遊び鍮中に入れて行なってい機が
教えるのが楽しい、一緒に遊ぶのが楽しいと答えている子が多く、ペア集会を築
しみにしてい発状態であ機.
ペアと一緒にやってみたぃ遊びはついでアンケートをとった結果、 5年生では
ドツチボール、ェイトジャンプをやりたぃと答ぇた子が多く、2年生では、ェイ
トジヤンプと答えた子が圧倒的に多かった。

@学級集麗づくり
1学麟は4名のグループを作った。それは、一人一人がグ/1/―プ内で量見が言
えるように、また、友達鍮声もよく聞こえることを考え作った。しかし、4名で
はフォロアーとなって班長をバックアップしてくれる子がなかなかぃなぃと考ぇ
6名 にしてもつと構発な話し合ぃをさせたいと考えた。
きらに、 1学期の反省ょり、もっとグループ内で友達を大切にし、教え合い励
まし合いができるようにさせたぃと考え、朝の会、帰りの会で生活ノヾズ鍛時間を
とり、その目の画当てを決めたり、反省をしたりすることを決めた。具体的には
「発表大賞をとろう」とぃぅ圏当てを決め、目標を達成するた機に話し合いが盛
んになり、全体の場で発表できるょうに励まし合いもできるょぅになってきた。
それと平行してグループノートも輸番でまわし、必ず鱗の人に対する意見を書
くように決めたところ「ゎたしは一生懸命発表しょうと思ぅけど、ぃざとなると
間違つていたらと考えてしまぃなかなかできま億ん。今度からは瞑嚢って発表し
たいと思います。J⇒「ゎたしも初め発表できなかったけど、 1回発表したら少
しずつできるようになってきたので、ooさんも勇気を持って頑張ろう。Jと ぃ
うようにグループ内の動まし合いができるようになってきた。
このように、 2学期に入リグループでの話し合いの機会を毎日なるべく多くと
り、グループで日当てを持って取り組ま鬱た結果、議し合ぃも睡発になり、教ぇ
合い動まし合い、そして、発表ガ増えてきた。 Lノかし、時々話し合ぃをストップ
してもう一度問じことをやらせ、なんなでその話し合ぃについて考えると、ょく
発表す鶴子としなぃ子に対する班長吟指名の購が悪かったり、発表総少ない子が
進信を持つように、うなずきながら聞いたり、「いい意見だょ。Jと警めてゃる
ことがまだまだ少なぃのが実態であ機像
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数 室  露年 蝙畿
鍮導者  杉麟 亜畿

1.単元名 新し聰ヽ数欝ができた

2.単元目標
明治天皇・鞭垣退動 。伊藤博文 ◆福沢諭吉などの働きを申心に、魔藩置県 。轟民平
等・富国強兵・教育制度 。大日本帝国憲法磯発布、条約改正などの様子を調べ、間国

以後、急速に近代国家への歩みを強めた過程をとらえることができる.

3.指導観
(1》 単元について

小学校の歴史の学習は、麗史簿事項を逐次取り上げ、時代を進っていくのでなく、

そ勢時代その時代を象徴する歴史的事項や人物・代表鋳な文化遺産を通して、各時代

磯イメージをつかむことであると考える。また、取り上げていく歴史的事象や人物は
つ鶴ヽでもま、児童の興味蘭心を重視して、内容が具体的に理解できるようなも鍛にしで

いきたいとも考える。

本単元は明治時代ことできた新しい政府が行っていった諸政策と国民生活の変化をむ

らえていくものである。江戸時代の幕藩体割国家から、政府を中心とした国家にかわ

り、新しい政府がどのような考え方で、政治や国づくりをすすめようとしていたか、

人々の生藩は、どのように変1ヒしたかなどを入物や出来事を通してとらえさ管でいき

たい。

明治時代翁導入でこま、明治初期の銀座の様子のさし絵より、新しヽヽもの く外国から

来たも⑫)と、今までのものとが入り混じっていることに、通翁時代働おもしろさが
あることに気付かせ、明治維新らしさをとらえさせていきたい。新しい政府が行なっ

た議政策につしヽでは、江戸時代の政策と比較できるものは比較させ、どこが違い、国

民生活がどう変化していったかを理解させ、そして、それら政策を通して、恐本が近

代理家へ舎道を歩み始めたことに気付かせていきたい.

この F新しぃ政府ができた」の単元 tよ、日本という国家と外国と機関わりが重要な

要素を占めており、江戸時代までの日本の歴史とこまかなりちがってひると考える。江

戸時代までこま、どちらかといえば日本という国家が中心となり、外国との関わりはお

いても、日本があって外甕があるという感じである。しかし、明治時代以後は、外国
の存在が大きく、日本が外国鍮諸国に影響されながら、歴史を形成していったと考え

る。本単元でtま、歴史的事実を理解さきるだけでなく、このような外国の存在 。影響

力も意識して、指導 tこあたっていきたい.

(2)児童の実態
社会科において、資料の読み取りこま課題づくり・譲題解決機上で重要であるが、資

料によってこま、そ¢本質をいつも確実に読み取れない場合がある。



資料が農サグラフ鸞疇合、番錮資料鰊数糠弔掌ず薫難が璽係でき釉しヽことがよく轟馨。最鐘がパーをシ≫の時ゃ爾一贄料瘍中鞍二っり警繭弔Åってぃほ趙き傲資料のょ鑢な壇騨さ警るを通こよ、議ししヽ鐘蝿場必要難してひる。少し繭鐵な資料を導入て鐵鰯鰹鰈も一方鋳ζ竜鍛うと、資料理解ξこ時間が費ゃされ、鰐心聰爾趨進就慶督藁器がな等、どきが導る。文章壼料で鐘内客の議静取り鍮鐘力経が大きい9
そ録麗面、鐘しょらな機鸞資料T亀写真ゃ裁、vTh毎 スティトでは、繋昧菱示し議欲的をこ学習に取り畿み資料の読み取り鶴、鑢りぃ毅極轟ゃ資料鰊ねらぃもこ適ると黒4に覇が鱚薄つつ轟轟藝鶴ぅこ、排鐵りまぅは資料でをまゝ 麟図鍮撻資料鶉畿薫隆絞ったり、通れてもり過れてs鰤む甕量亀聞Ъ鶴鷺してひほぅちは、資料の購鍮っけるべ蔚鳶準ヽ資料よ攀多くの事肉を、少しずっ蠅付liitずまで鶴ゝ釉。しみし、資輔みら蠅f寸けね迅とに、 Fな s、 …。.・』とが「どぅして.・・・・・慮ない瀑ょぅはNM鱗鰺を襴っことがで議をしヽ。そりため、問題ここ対して進求してしヽくヵが弱なったり、進載してもヽく意歎範欠けたりするときがぁる。
資料を確実ξ通読鼻取り、枠轟でを持って意歓的ここ学習してして 予難育てで驀きたぃ経考えてしヽる。

本単元てし、人ζど、資料の競み取りに際して、江戸時代までの事轟惇蠅社会鏃攘子毅覇漉天菫苧轟輻くてきた改府の社会と鯰載さ鬱で考ぇさ誉て、聞選意強を結ぬ管、饉求さ音でしヽきぬぃ。

(摯 )学毅繁剛づくり
研究テーマ『鍵ゎな選場を■って、ぬ撃轟0プのできる予をめざして』と臨ゎら鬱で学級の援%を見ぇ橙き、援雛場寅ぇでぃく発言力 。話し合ってし、くヵが、学年始鰈、かなり紙癬っ島.

・挙手して発言毅な轟む斃言者がだぃたも、しヽっも理し見菫に鍮る燿向がぁる。

・撥量書と畿轟飾な覧童のえ言につられゃすく、自分翁考ぇがぁっでもな癬なが言えなひ。
・同じような考ぇ、意蠅曙轟ると、自分鍮慧見を馨|っ込轟てしまもヽ、難言ひはい亀蟻、自分鍮中範考ぇが深く漫達しでしヽかなひ。
・反感が弱しヽぬ峰、豊言む覺言鐵っながりが弱ぃ。
こ機ような欝態ょり、学畿みんな瘍内で撥斃縁成立さ管ぃくぬ鵞鞍、一人一人鰤慇勢攀考えを犠ら、その考ぇて鰻驚漣蝿んでもヽみせるょぅは、社会料を申心 t通指導して翁た。

まず、資料や爾趨に対したときξょ、考ぇがsも襲ひょう島こ、覺表し襲いょうここと、ノートに響く麟議をさせた。脅して、次ζこ、各自の考えをグPレープとひら4～導入靡増ヽ集闇の中で、甦表させ、自分の考ぇむ友達の考ぇな比べ合ゎ普なりぃて、薮俸膊考えξこ醒憾覆持亀彗たり、分から献かった部分離鋳らせたりした。また、自分峨考え飩捨てなりった子もょ、グループ辟中
Vご
濾分から蹴ゎ準ぬ趙等、っ自分饂立場な鐵議し、主達の考えな猾く轟とで、考ぇを捨てる裁瀑‡こりた藝

―Å…・絲Åが各自鸞考ぇを持てSょ ぅ銀軋ってく儡毅、議し合ぃ場グルでプ鰤ら金体を通験しぬ融恭、慧欺鑢ξ通貪搾瘍考えをぇ蓑ぃてく仁ょぅ銀はって薫ぬ寺
瑾整備鍮鐵鮭移胃畿、デル_プ餞請し合ぃ軽蒻が畷ま脩ぬ鑽鞍、謡影量ひ雹濾輻方を、カード警利鸞して、リーダ_に,鍮導けてもヽる。



4.単元指導計画
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リーデー

「

中心盤鍮等、腱逮慇熙わ學管ぬ畿鞣合いができは◇

明治轟級の鰭政策のぅ鶴、
電震平等、菫国強巽、地穣
毅亜に準毎ゝて、その内容を
理解ずることがマき儀。

学校割魔や文購覇化ここつむヽ
で内容を理解し、学問や実
f絶、生懸綽変』となならえる
ことができ馨。

鞭壇退慾らの難繭霊鑢運動
が大塞骰感がりをぁ普ゝ裁
府が国農場覇くに至った経
織をとらえることができる

ま

と|

。江戸時代鏃厳しい身分制
菫鍮確認をする。

|◆ 士農ェ欝鐙身分制度がど
のように変えられぬ働か調
べる。

。新しい身分灘度にょり、
人々のくらしが、ど鍮ょぅ
変わった渉調べる。
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1藩慇紙驚響T懸
つたこと

:

:‐…………33‐………………』
。明治政府が行った、諸駿
策をまとめ、発表ず轟。
・諄民平等 ・富国強兵
地゙種改正

・晦織薔めのば、学校の数室
の写真を見て話し舎ぅ。
学校ができたころの様子
機調べ轟。

帝生活の様子の変化ゃ学問
のことにつ Lゝて調べ、議し
合う。

・建物、覇装、食べ駒、
業準駒、爾優、電話、

は信、「学問翁ずずめ』

「文明闘f嚢』

。学校制度、文瞬聞《設につ
いて、現在と比較しながら
まとめ、発表する。

『゙轟曲憂撥運動装議会聾
のまし織を見て、運動の議
しきうこ準Ъヽて話し舎う。

◆奎農民鐘運動難主張ξ理っ
しヽ4調べ、議し合ぅ。
そ板垣運動の意見書
奉鍾本装盛鍮「轟曲毅ぃ
う宝物壺参考ぇ方

・ 運動の経遇にっぃて趙べ
機。

・ 難曲民権運動が広がり、
政府が国会を聞くここ至った
ことをまとめ、発表する。

◆晦総裁府の政策 《藩量畢
等、菫爾強典、鐘彊毅正》
綽内容がね診じたり。
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醗溌がM会を灘かねばなら
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菫轟震鑓運動はどんな主
張犠して、どのょぅここ痙
菫寒てひ春たりだ轟ぅ。
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学 詈 辟 軸 暴 鶴`
一斉

一斉

5。 本時の目標

6.本時の震爾

認知聞標

態度理標

くマ/懲≫

:ノルマン トン号事件をきつかけここ不平等条約畿五翁声 l

:不平等条約に対して、自分の考えを持って、グループ (

主 な 発 聞 学 習 蠣 1
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が高まり、政府が警心の末、条約改正はこどっけた事実をっ癬むことができる。醸鮮 し舎し、は参加することがで薫る。

鉤_主_ 彎詐
~魔

票 ぎ
~‐~ま

し 儡_鷺_壼 颯
~扇~薫

数、.豊_■ 膊顧:振 り遍る。

}:こ モなえて、大蒙窯磯爾簸綾がつくられた。
ン     主権は天轟ξ追懸撃。

陸癬軍ξ成天皇が雉まきず発。
国民の権利 :ょ綾律で鋼難されは。

薔鑢ずは。

警鐵時鰊ノーか堰参考ξこま釉
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